
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
と
ロ
シ
ア
共
産
党

尼

刀

ロ倉

二

メソシ＝ヴィキ党とPシア共産党（尼川）

【
要
約
】
　
ソ
連
史
学
は
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
を
「
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
政
党
」
と
見
な
し
て
い
る
。
し
か
し
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
は
、
何
よ
り
も
労
働
者
階

級
の
利
益
を
重
要
視
し
た
党
で
あ
っ
た
。
一
〇
月
革
命
後
、
マ
ー
ル
ト
フ
の
率
い
る
メ
ソ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
が
新
体
制
内
の
合
法
的
反
対
党
の
道
を
選
択
し

た
の
も
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
1
ー
ロ
シ
ア
共
産
党
の
背
後
に
ロ
シ
ア
の
労
働
者
階
級
が
実
在
し
て
い
る
と
見
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
メ
ソ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
は
、

ソ
ヴ
ィ
エ
ト
内
部
で
労
働
者
の
支
持
を
集
め
、
彼
ら
の
圧
力
に
よ
っ
て
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
権
を
「
正
常
な
道
」
へ
向
け
よ
う
と
し
た
。
ソ
連
史
学
は
、
メ

ソ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
が
大
衆
の
利
益
を
裏
切
り
、
大
衆
の
支
持
を
失
っ
て
自
滅
し
た
の
だ
と
主
張
し
て
い
る
が
、
実
際
に
は
同
党
は
共
産
党
の
強
硬
な
諸
政

策
に
不
満
を
抱
く
労
働
者
大
衆
の
支
持
を
再
度
獲
得
し
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、
し
ば
し
ぼ
共
産
党
側
か
ら
弾
圧
を
受
け
た
の
で
あ

る
。
　
一
九
一
二
年
春
、
「
戦
時
共
産
主
義
」
の
破
綻
と
大
衆
の
反
乱
に
直
面
し
た
共
産
党
政
権
は
、
　
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
を
危
険
鎖
し
、
強
力
な
弾
圧
を

加
え
、
崩
壊
さ
せ
た
。
共
産
党
政
権
は
残
っ
た
が
、
か
つ
て
共
産
党
が
鼓
吹
し
て
い
た
「
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
民
主
主
義
」
は
著
し
く
そ
の
実
質
を
失
っ
た
と
い

え
る
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
七
一
巻
四
号
　
一
九
八
八
年
七
月

序

か
つ
て
私
は
、
一
九
二
一
年
夏
よ
り
実
施
さ
れ
た
ロ
シ
ア
共
産
党
の
粛
清
（
不
適
格
者
の
除
名
）
と
労
働
者
反
対
派
へ
の
弾
圧
の
問
題
を
扱

　
　
　
　
　
　
①

つ
た
こ
と
が
あ
る
。
労
働
者
反
対
派
と
は
、
労
働
組
合
の
地
位
の
向
上
、
労
働
者
民
主
主
義
の
拡
大
、
国
家
と
党
の
宮
僚
二
化
の
阻
止
な
ど
を

主
張
し
た
党
内
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
が
、
「
戦
時
共
産
主
義
」
末
期
に
勃
発
し
た
「
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
反
革
命
」
と
関
連
づ
け
ら
れ
て
攻
撃
さ
れ
、

二
一
年
三
月
の
第
一
〇
回
党
大
会
で
解
散
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
。
二
一
年
七
月
に
出
さ
れ
た
「
党
粛
清
に
つ
い
て
」
の
党
中
央
委
員
会
の
呼
び
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か
け
に
は
、
「
党
内
で
異
見
を
有
す
る
者
に
つ
い
て
の
（
例
え
ば
、
か
つ
て
の
『
労
働
者
反
対
派
』
等
に
対
す
る
）
弾
圧
は
決
し
て
容
認
さ
れ

な
い
」
と
い
う
一
文
が
見
え
る
。
だ
が
、
私
見
で
は
、
実
際
に
は
、
こ
の
粛
濤
に
際
し
て
労
働
者
反
対
派
の
下
部
の
メ
ン
バ
ー
に
弾
圧
が
加
え

ら
れ
た
疑
い
は
濃
厚
で
あ
る
。
私
は
、
第
一
〇
回
党
大
会
に
よ
る
分
派
の
禁
止
、
党
中
央
へ
の
権
力
の
集
中
に
加
え
、
こ
の
一
二
年
粛
清
に
も
、

ス
タ
ー
リ
ン
時
代
に
連
続
す
る
要
素
が
見
ら
れ
る
と
思
う
（
無
論
、
レ
ー
ニ
ン
蒋
代
と
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
と
の
質
的
な
差
異
を
認
め
た
う
え
で
あ
る
）
。

　
ロ
シ
ア
共
産
党
内
で
反
対
派
に
対
す
る
闘
争
が
進
行
し
て
い
た
時
期
に
、
即
ち
「
戦
時
共
産
主
義
」
か
ら
ネ
ッ
プ
へ
の
転
換
の
時
期
に
、
党

内
で
は
「
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
黒
馬
」
に
対
す
る
闘
争
が
進
行
し
て
い
た
。
実
際
、
労
働
者
反
対
派
は
「
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
諸
党
」
と
の
思
想
的
類
似

性
の
ゆ
え
に
攻
撃
さ
れ
て
い
た
し
、
二
一
年
粛
清
で
は
、
「
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
諸
党
」
、
と
り
わ
け
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
か
ら
共
産
党
に
移
っ
て
き

た
者
が
、
「
特
に
入
念
な
点
検
を
要
す
る
特
別
の
部
類
」
と
見
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
国
内
で
エ
ス
エ
ル
党
と
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ

党
の
活
動
が
停
止
す
る
の
は
、
ソ
連
で
有
力
な
見
解
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
一
九
二
三
年
、
二
四
年
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ち
ょ
う
ど
そ

の
こ
ろ
、
共
産
党
内
で
は
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
が
政
策
批
判
を
開
始
し
、
「
進
行
中
の
粛
清
」
に
お
け
る
同
派
へ
の
弾
圧
に
抗
議
し
て
い
た
。

　
共
産
党
か
ら
の
反
対
派
の
排
除
の
閣
題
は
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
体
綱
か
ら
の
反
対
党
の
排
除
の
問
題
に
密
接
に
関
連
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
て
、
私
の
関
心
は
、
反
対
党
、
特
に
国
内
で
最
も
遅
く
ま
で
活
動
を
続
け
た
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
に
向
か
っ
て
い
っ
た
。

　
一
〇
月
革
命
後
の
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
に
つ
い
て
ま
ず
目
立
つ
点
は
、
同
党
の
指
導
部
が
、
エ
ス
エ
ル
党
や
左
翼
エ
ス
エ
ル
党
の
揚
合
と
は

異
な
り
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
権
（
共
産
党
政
権
）
に
対
す
る
武
力
闘
争
を
拒
否
し
続
け
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
体
制
内
部
の
「
合
法
的
反
対
党
」
を
志
向
し
、

内
部
か
ら
の
体
制
の
改
革
を
追
求
し
続
け
た
こ
と
で
あ
る
。
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
道
を
選
択
し
た
の
か
。
政
権
の
座
に
あ

っ
た
揖
シ
ア
共
産
党
は
、
こ
の
よ
う
な
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
に
ど
う
対
応
し
た
の
か
。

　
ソ
連
史
学
は
、
メ
ソ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
を
、
エ
ス
エ
ル
党
、
左
翼
エ
ス
エ
ル
党
な
ど
と
共
に
「
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
政
党
」
の
範
疇
に
入
れ
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

「
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
」
、
「
反
革
命
的
」
、
「
反
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
的
」
、
「
反
人
民
的
」
性
格
を
強
調
し
て
い
る
。
ソ
連
史
学
も
こ
れ
ら
各
党
の
差
異
を

見
な
い
で
は
な
い
。
し
か
し
、
力
点
は
、
こ
れ
ら
墨
黒
の
思
想
・
行
動
・
社
会
的
基
盤
は
本
質
的
に
は
同
一
の
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
主
張
に
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メンシェヴtキ党とロシア共産党（尼川）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

置
か
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
の
「
合
法
的
反
対
党
」
志
向
も
、
単
な
る
「
戦
術
」
、
「
口
先
」
だ
け
の
も
の
で
し
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

な
い
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。

　
だ
が
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
を
「
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
政
党
」
の
範
購
に
押
し
込
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ソ
連
史
学
は
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
と

エ
ス
エ
ル
党
と
の
相
違
点
、
ま
た
ロ
シ
ア
共
産
党
に
と
っ
て
メ
ソ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
が
真
に
脅
威
と
な
っ
た
点
を
究
明
す
る
道
を
自
ら
閉
ざ
し
て

い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ソ
連
史
学
に
お
い
て
メ
ソ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
の
研
究
が
エ
ス
エ
ル
党
や
左
翼
エ
ス
エ
ル
党
の
研
究
に
比
べ
て
遙
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

立
ち
遅
れ
て
い
る
こ
と
も
、
右
に
述
べ
た
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
即
ち
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
は
、
ソ
連
史
学
の
提
示
す
る

「
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
政
党
」
に
つ
い
て
の
図
式
に
は
ま
り
き
ら
ぬ
面
を
多
分
に
も
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
「
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
諸
党
」
は
ど
の
よ
う
に
し
て
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
の
政
治
舞
台
か
ら
姿
を
消
し
た
か
。
こ
の
問
題
は
い
わ
ゆ
る
「
一
党

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

制
」
の
形
成
の
問
題
に
直
結
す
る
。
ソ
連
で
は
、
二
党
制
」
の
内
容
や
成
立
の
時
期
に
つ
い
て
は
研
究
者
間
に
意
見
の
相
違
が
あ
る
も
の
の
、

コ
党
制
」
が
「
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
政
党
」
の
「
自
己
破
産
」
の
結
果
生
じ
た
の
だ
と
い
う
点
で
は
、
基
本
的
合
意
が
あ
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ

、
つ
。

　
ギ
ソ
ペ
リ
ソ
ー
ン
は
一
九
六
五
年
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
「
コ
ム
ニ
ス
ト
が
社
会
主
義
革
命
の
勝
利
の
の
ち
に
す
べ
て
の
民
主
主
義

的
諸
党
を
暴
力
的
方
法
で
解
散
さ
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
一
党
国
家
制
を
確
立
し
た
と
い
う
見
解
は
、
反
共
宣
伝
の
な
か
で
最
も
は
や
っ
て
い
る

見
解
の
一
つ
で
あ
る
。
社
会
主
義
の
敵
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
諸
国
の
民
主
主
義
的
粛
党
を
脅
し
、
そ
れ
ら
の
党
を
共
産
党
に
敵
対
さ
せ
、
帝
国
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

義
に
対
す
る
闘
争
に
お
け
る
全
民
主
勢
力
の
行
動
の
統
一
を
阻
止
す
る
た
め
に
、
こ
の
見
解
を
広
く
利
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
」
。

　
ス
ピ
ー
リ
ソ
も
ま
た
六
六
年
に
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
　
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
歴
史
家
は
…
…
わ
が
国
に
お
け
る
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
諸
士
の
破
滅

の
根
本
原
因
と
な
っ
た
の
は
、
こ
れ
ら
の
党
の
破
産
で
は
な
く
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
に
よ
る
根
絶
で
あ
っ
た
と
い
う
考
え
を
読
者
に
吹
き
込

も
う
と
努
め
て
い
る
。
ソ
連
の
歴
史
家
は
、
こ
の
よ
う
な
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
弁
護
人
た
ち
の
捏
造
に
科
学
的
論
証
を
対
置
し
な
け
れ
ば
な
ら

　
⑧

な
い
」
。
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ま
さ
に
こ
こ
に
、
「
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
諸
党
」
の
崩
壊
と
「
一
党
制
」
の
形
成
に
関
す
る
ソ
連
史
学
の
基
本
姿
勢
が
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
ソ
連
で
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
概
観
し
て
い
る
シ
ヴ
ォ
ー
ヒ
ナ
論
文
に
依
り
な
が
ら
、
ソ
連
史
学
の
基
本
的
主
張
を
い
ま
少
し
詳
し
く

見
て
み
よ
う
。
そ
れ
は
ほ
ぼ
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

　
「
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
諸
党
」
に
対
す
る
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
戦
術
の
要
点
は
、
こ
れ
ら
の
党
の
理
論
的
見
解
や
政
治
的
コ
ー
ス
の
「
非
一
貫
性
」

を
暴
露
し
つ
つ
、
非
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
勤
労
大
衆
を
涯
分
の
側
に
引
き
寄
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
〇
月
革
命
直
前
に
こ
れ
ら
の
党
は
既
に
「
政

治
的
に
破
産
」
し
て
い
た
。
そ
の
こ
と
は
、
大
衆
間
で
の
こ
れ
ら
の
党
の
影
響
力
の
低
下
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
対
す
る
大
衆

の
支
持
の
増
大
、
諸
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
化
、
農
民
蜂
起
、
「
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
諸
等
」
内
部
で
の
左
翼
反
対
派
の
成
長
、
等
の
諸

事
実
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
。

　
し
か
し
、
一
〇
月
革
命
直
前
の
「
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
諸
党
漏
の
「
政
治
的
破
産
」
は
、
そ
れ
ら
の
党
の
「
完
全
な
思
想
的
・
組
織
的
崩
壊
」
を

意
味
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
一
〇
月
革
命
後
、
こ
れ
ら
の
党
は
「
ロ
シ
ア
共
産
党
の
指
導
的
役
割
」
を
認
め
ず
、
反
革
命
的
行
動
を
起
こ
し
、

ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
権
に
敵
対
し
、
都
市
と
農
村
の
勤
労
大
衆
の
利
益
を
裏
切
り
、
そ
の
結
果
、
勤
労
大
衆
の
支
持
を
失
っ
て
い
っ
た
。
共
産
党
は
、

こ
れ
ら
の
党
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
権
へ
の
敵
対
に
は
「
革
命
的
抑
圧
」
を
加
え
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
が
、
他
方
で
は
状
況
に
応
じ
て
協
調
し
、
こ

れ
ら
の
党
の
個
々
の
活
動
家
や
グ
ル
ー
プ
を
共
産
党
内
に
引
き
入
れ
る
と
い
う
「
柔
軟
な
戦
術
」
を
採
っ
た
。
こ
う
し
て
、
こ
れ
ら
の
党
は

「
自
己
崩
壊
」
の
道
を
辿
っ
た
の
で
あ
る
。

　
欧
米
の
研
究
者
は
「
一
党
制
」
な
い
し
二
党
独
裁
」
の
形
成
の
問
題
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
か
。

　
E
・
H
・
カ
ー
は
、
も
と
も
と
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
や
エ
ス
エ
ル
な
ど
の
政
治
的
敗
北
者
に
は
強
い
関
心
を
も
っ
て
い
な
い
よ
う
だ
が
、
一
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

五
〇
年
に
、
ソ
連
史
学
に
近
い
、
次
の
よ
う
な
意
見
を
述
べ
て
い
る
。
「
合
法
的
反
対
党
と
い
う
作
り
ご
と
は
す
で
に
〔
二
二
年
の
エ
ス
エ
ル
裁
判

の
〕
ず
っ
と
以
前
に
死
ん
で
い
た
。
そ
の
死
を
、
一
党
の
戸
口
に
の
み
お
く
の
は
、
正
当
で
な
い
。
も
し
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
体
制
は
、
最
初
の
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二
、
三
ヵ
月
以
後
は
、
組
織
的
な
反
対
党
を
許
容
す
る
用
意
が
な
か
っ
た
の
が
本
当
だ
と
い
う
な
ら
ば
、
合
法
的
限
界
内
に
留
ま
る
用
意
を
整

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

え
た
反
対
党
が
一
つ
も
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
等
し
く
本
当
で
あ
る
。
独
裁
の
前
提
は
、
議
論
の
双
方
の
側
に
共
通
の
も
の
で
あ
っ
た
」
。

　
五
年
後
、
シ
ャ
ピ
ロ
は
、
　
こ
れ
を
批
判
し
て
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
「
こ
の
判
断
は
、
　
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
だ
け
で
な
く
エ
ス
エ
ル
の
大

半
の
者
を
も
無
視
し
て
い
る
。
確
か
に
独
裁
の
前
提
は
レ
ー
ニ
ン
と
デ
ニ
ー
キ
ン
の
『
議
論
』
の
双
方
の
側
に
共
通
の
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
マ
ー
ル
ト
フ
と
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
ー
そ
の
政
策
は
『
合
法
的
限
界
内
に
留
ま
る
』
必
要
に
基
礎
を
置
い
て
い
た
1
1
の
場
合
に
は
、
こ

の
よ
う
な
主
張
は
事
実
と
ど
う
つ
な
が
る
の
か
。
ま
た
は
、
右
翼
独
裁
の
勝
利
を
助
け
る
こ
と
を
恐
れ
て
闘
争
を
や
め
た
サ
マ
ー
ラ
の
エ
ス
エ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ル
〔
ヴ
ォ
リ
ス
キ
ー
ら
の
グ
ル
ー
プ
〕
の
場
合
に
は
？
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
そ
の
後
、
欧
米
で
は
一
〇
月
革
命
後
の
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
に
つ
い
て
注
園
す
べ
き
著
作
が
続
々
と
発
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
殆
ど
は
ソ

連
史
学
と
は
観
点
を
異
に
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
私
は
双
方
の
主
張
を
比
較
し
つ
つ
、
一
〇
月
革
命
か
ら
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
が
崩
壊
す
る

ま
で
の
、
同
党
と
ロ
シ
ア
共
産
党
と
の
関
係
を
考
察
し
て
み
た
い
。
な
お
、
日
本
で
は
、
当
該
時
期
の
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
を
主
対
象
と
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

論
文
は
、
私
の
知
る
限
り
皆
無
だ
が
、
エ
ス
エ
ル
研
究
で
知
ら
れ
る
高
岡
健
次
郎
氏
が
、
一
九
七
七
年
に
発
表
し
た
一
党
欄
の
形
成
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
⑮

の
重
厚
な
論
文
の
な
か
で
革
命
後
の
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
の
軌
跡
を
も
辿
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
の
高
岡
氏
の
解
釈
は
ソ
連
史
学
の
そ
れ

と
は
同
一
で
は
な
い
が
、
妾
時
の
共
産
党
政
権
の
側
に
殆
ど
問
題
を
認
め
て
い
な
い
と
い
う
点
で
は
、
ソ
遮
史
学
の
立
場
に
か
な
り
近
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

　
本
稿
で
は
、
一
八
年
一
月
末
以
前
の
日
付
を
旧
暦
で
、
そ
れ
以
後
を
新
暦
で
記
す
。

　
①
拙
稿
「
一
九
二
一
年
μ
シ
ア
共
産
党
粛
清
」
『
史
林
』
六
六
巻
一
号
、
一
九
八
　
　
⑧
O
ζ
↓
寧
コ
器
’
こ
の
ほ
か
h
』
ピ
O
悪
世
琵
．
蒙
自
。
竃
桝
零
冨
曾
鋸
α
o
享
O
匿
勺
X
瓢
（
O
）

　
　
三
年
三
日
目
、
一
二
一
二
一
六
九
百
バ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
竃
⑦
臼
（
O
α
》
、
℃
茨
鴇
器
剛
幽
露
蓬
［
目
ロ
唱
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嗣
隅
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ヨ
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一
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1
一
㊤
b
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O
『
「
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1
《
ゆ
O
口
勺
O
∩
ぴ
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O
℃
ヨ
幽

　
②
9
p
β
〉
．
9
・
。
o
話
碁
「
O
o
言
⑦
警
士
銘
馨
↓
o
℃
＝
o
弓
竃
曾
国
肖
9
弓
＝
．
δ
。
M
a
3
　
　
閂
台
O
O
y
お
①
ρ
淳
餅
。
ゼ
」
O
同
占
O
o
。
嚇
セ
コ
山
．
∩
↓
【
琵
8
。
詮
自
銘
諾
萸
a
罵
－

　
　
9
美
℃
o
↓
。
ヨ
雪
曇
莫
。
α
巻
｝
嗣
｛
着
ω
＝
塁
旨
鷺
皇
胤
ロ
6
g
①
↓
突
。
降
℃
o
。
。
自
■
1
《
署
8
－
　
　
　
　
腰
（
皆
ω
量
×
口
9
肩
監
ロ
ぎ
∩
窪
唱
r
一
《
に
σ
o
頴
℃
o
。
ぴ
＝
剛
q
8
【
≡
〉
し
り
⑦
。
。
㌧
護
N
。
↓
P

　
　
や
乱
言
湾
8
窟
釜
●
一
㊤
謬
y
三
‘
一
㊤
圃
P
。
弓
・
刈
G
。
為
。
。
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
U
G
。
1
謹
旧
3
【
，
【
。
9
嗣
昼
。
ロ
．
O
口
ぴ
q
需
凝
。
≧
器
§
嗣
＝
圃
。
8
や
≡
凶
q
o
写
q
鑑
9
踊
マ
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霞
①
切
器
7
欝
n
7
お
葭
（
8
k
娼
嫉
受
巳
｝
肖
ぴ
黛
謡
鵠
や
ヨ
姜
一
＝
　
（
一
り
一
刈
一
H
Φ
ω
O
l
㊦
　
　
「
O
h
ぴ
剛
）
．
1

　
《
じ
σ
①
o
遷
員
≧
o
突
8
9
（
0
8
葦
器
。
肩
嚢
Φ
富
y
O
8
’
類
2
0
讐
鉾
δ
圃
8
潔
ρ

　
身
O
■
b
o
O
ム
O
旧
風
⑦
后
。
器
暴
客
引
（
器
岩
唱
崖
剛
哨
て
0
8
＝
＝
唖
聾
噂
9
（
二
　
【
凶
。
同
O
℃
｝
≡
「
三
．
噛

　
一
〇
Q
。
劇
等
々
を
参
照
。

　
　
な
お
、
乱
特
に
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
と
エ
ス
エ
ル
党
は
、
～
齢
し
て
論
b
ら
れ
ち

　
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
鐸
箪
O
。
9
き
雪
・
切
。
写
9
q
。
き
霞
・
。
切
去
畠
弓
。
弓
鵠

　
竃
⑦
ま
日
窃
哨
罠
。
じ
。
ほ
ω
8
や
。
切
畢
潟
田
田
o
h
塗
δ
口
雪
唱
導
嵩
受
峯
剛
9
（
謹
。
コ
9
ぴ
お
ミ
ー

　
δ
ド
Q
。
零
・
y
寓
こ
6
8
…
重
要
。
∩
0
9
溶
器
9
9
（
謡
9
【
姦
ハ
齢
鵠
唱
露
。
臼
。
ε
ヨ
隅
＝
も
畏

　
8
居
［
雪
占
。
ヨ
獅
E
舞
雪
禽
岬
’
セ
r
竈
①
Q
。
嚇
鐸
｝
識
。
卜
α
o
旨
0
8
し
。
畢
【
〈
冨
呂
　
ω
0
9
？

．
竃
。
嵩
ぴ
践
。
切
【
肖
臼
。
ス
。
鵠
【
（
o
霞
署
①
ロ
コ
。
自
。
長
霞
．
b
こ
、
お
誤
．

④
　
例
え
ば
鼻
該
．
O
軽
や
整
●
算
出
8
匡
睡
ヨ
℃
↓
毒
口
門
℃
壁
裁
鎚
6
M
6
謙
8
ぎ
r
9
ロ
5

　
8
8
塁
（
旧
り
一
山
一
一
㊤
鱒
O
　
門
「
◎
）
・
3
㌧
お
⑦
◎
。
●
o
弓
．
G
。
O
下
ω
O
Q
。
■

⑤
9
目
●
O
葛
O
酒
器
M
n
o
呂
0
7
お
撃
舘
●
三
。
唇
・
蕊
■
一
〇
月
革
命
後
の
エ
ス
エ
ル

　
党
と
左
翼
エ
ス
エ
ル
党
に
つ
い
て
は
グ
…
セ
フ
ら
に
よ
っ
て
無
二
の
研
究
書
が
出

　
さ
れ
て
お
り
、
論
文
も
比
較
的
多
い
。

　
　
メ
γ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
に
つ
い
て
の
研
究
書
で
は
蝕
し
ご
■
マ
愚
器
．
○
竃
凶
9
ぴ
。
【
田
島

　
蔵
回
。
臼
。
ξ
圃
識
嗣
＝
壱
。
。
肉
腫
Φ
同
ま
讐
ゆ
0
5
置
｝
8
ロ
（
ン
む
鴇
お
ミ
ム
曾
G
。
酒
）
．
判
こ
ぢ
①
G
。
．
が

　
有
名
で
あ
る
っ
．
た
だ
し
、
ル
パ
ン
は
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
は
一
〇
月
革
命
後
は

　
「
事
実
上
、
政
覚
で
は
な
く
な
っ
た
」
（
o
↓
ワ
ω
Q
。
Φ
）
と
い
う
見
解
（
シ
ヴ
ォ
ー

　
ヒ
ナ
ら
か
ら
批
判
さ
れ
て
い
お
）
を
採
っ
て
お
り
、
一
八
年
以
後
の
同
党
に
つ
い
．

　
て
は
詳
細
に
検
討
し
て
い
な
い
。

　
　
な
お
、
二
〇
年
代
に
は
写
じ
d
巷
自
鍔
労
舘
霧
§
一
【
議
瞬
；
圃
㊦
誤
日
畠
＝
窪
．
三
．
－
昇
㌔

　
お
綜
と
い
う
大
部
の
著
作
が
出
さ
れ
て
い
る
。
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
ン
と
は
ム
ゲ
ラ
ー

　
ゼ
（
拙
稿
「
戸
シ
ア
共
産
党
の
社
会
的
構
成
レ
一
九
一
七
～
一
九
二
〇
年
1
」

　
『
史
林
』
六
一
一
巻
三
号
、
一
九
七
九
年
置
月
、
七
三
、
七
五
頁
参
照
）
の
筆
名
。

　
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
ン
は
最
後
は
ト
μ
ツ
キ
ス
ト
と
し
て
獄
死
し
た
。
そ
の
た
め
も
あ
っ

　
て
か
、
現
代
の
ソ
連
人
研
究
者
は
こ
の
著
作
に
あ
ま
り
言
及
し
な
い
。
　
ス
ピ
ー

　
リ
ン
は
、
ヴ
”
ノ
ル
デ
ィ
ン
が
「
一
九
一
七
一
二
〇
年
の
公
式
の
メ
ソ
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ

　
ム
は
『
半
ポ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
隠
で
あ
っ
た
」
と
記
し
て
い
る
（
∩
召
・
ω
置
）
の

　
を
取
り
あ
げ
て
、
非
難
し
て
い
る
。
過
大
評
価
だ
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る

　
（
O
華
℃
譲
．
国
0
8
麗
。
門
腿
曾
ヨ
…
■
n
↓
℃
●
一
8
）
。

⑥
　
高
岡
健
次
郎
「
ソ
連
に
お
け
る
『
…
党
糊
』
形
成
期
を
め
ぐ
る
問
題
点
」
札
幌

　
商
科
大
学
・
札
幌
短
期
大
学
『
論
集
隠
一
九
号
、
一
九
七
七
年
、
一
八
九
一
一
九

　
七
頁
参
照
。

⑦
銅
長
男
容
器
ヨ
8
【
ド
国
ω
暑
8
窟
類
0
9
器
8
薗
＝
即
ヨ
。
崔
。
蕾
覧
長
き
醇
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嗣
醐
自
？

　
竃
露
ヒ
ロ
O
O
O
℃
．
1
《
c
σ
o
弓
o
o
匡
一
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8
℃
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≡
y
渉
一
お
［
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旨
α
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ぴ
δ
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7
0
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⑧
O
農
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．
§
8
窯
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弓
9
冊
鶏
．
ξ
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ゼ
◆
お
Q
。
’

⑨
　
Ω
凶
し
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鵠
臣
ロ
●
O
O
暑
2
圃
Φ
＝
鵠
毬
…
・
8
喝
．
“
7
c
◎
O
．

⑩
　
ソ
体
制
の
最
初
の
大
き
な
政
治
裁
判
。
反
露
命
的
活
動
を
行
な
っ
た
か
ど
で
、

　
数
十
人
の
エ
ス
エ
ル
党
員
が
裁
か
れ
た
。
西
側
の
詳
細
な
研
究
書
と
し
て
言
．

　
冒
房
o
P
」
的
ぎ
ミ
弓
蔑
ミ
9
一
恥
ミ
ト
ミ
§
ミ
§
馬
租
蔑
ミ
ミ
ミ
馬
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ミ
ミ
魯
詮

　
沁
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ミ
帖
ミ
雨
ミ
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ミ
q
鶏
。
ミ
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N
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§
6
瓢
p
σ
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鐸
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Q
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b
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⑬
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。
臨
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郎
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『
ボ
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シ
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ヴ
ィ
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一
巻
、
み
す
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書
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一
九
六
七
年
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一

　
五
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頁
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．
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審
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要
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も
の
の
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記
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ま
ず
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メ
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執
筆
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と
し
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σ
《
U
・
∪
ρ
＝
宣
ρ
∪
。
三
巳
【
タ
じ
び
僧
邑
p
じ
q
曾
ω
竃
ぎ
ψ
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＜
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ぎ
巳
◎
。
刈
（
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九
年
｝
月
ま
で
の
メ
ソ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
史
に
つ
い
て
の
包
括
的

　
研
究
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
〉
．
〉
ω
0
7
0
5
飯
乳
銃
口
ω
自
α
霧
笛
竃
鍵
邑
ω
旨
㊤
コ
O
夢
O

　
Ω
銭
日
参
即
④
＜
o
署
鉱
。
ジ
お
同
“
み
8
9
．
．
き
、
“
ミ
e
凝
ミ
晦
g
器
蒔
塁
“
ミ
ミ
馬
斜
く
囲

　
＼
く
固
ド
お
O
Φ
＼
Φ
8
ω
．
ω
曾
ム
ω
り
も
非
常
に
有
益
で
あ
っ
た
。

　
　
な
お
、
本
稿
で
は
、
邦
訳
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
そ
の
訳
本
の
ペ

　
ー
ジ
を
記
載
し
て
あ
る
が
、
訳
文
を
自
己
流
に
変
更
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
を

　
お
断
わ
り
し
て
お
く
。

⑭
一
〇
据
革
命
ま
で
の
メ
ソ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
に
つ
い
て
は
、
高
橋
馨
「
メ
ニ
シ
ェ

　
ヴ
ィ
キ
論
」
菊
地
畠
典
編
『
ロ
シ
ア
革
命
論
i
歴
史
の
復
権
』
田
畑
書
店
、
　
一

　
九
七
七
年
、
二
一
i
六
〇
頁
、
加
藤
一
郎
『
ロ
シ
ア
社
会
民
主
労
働
党
史
』
五
月

　
社
、
一
九
七
九
年
。

⑯
　
高
岡
健
次
郎
「
ロ
シ
ア
革
命
と
一
党
制
の
形
成
」
巾
野
卑
他
編
『
ス
タ
ー
リ
ン

　
問
題
研
究
序
説
臨
大
月
書
店
、
「
九
七
七
年
、
七
三
一
＝
　
八
頁
。

　
周
知
の
よ
う
に
、
二
月
革
命
後
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
は
エ
ス
エ
ル
党
と
共
に
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ボ
・
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
を
先
頭
と
す
る
諸
ソ
ヴ
ィ

エ
ト
の
指
導
部
を
構
成
し
て
い
た
。
し
か
し
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
が
掌
握
し
て
い
た
労
働
者
大
衆
は
や
が
て
同
党
に
見
切
り
を
つ
け
、
ボ
リ

シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
の
も
と
へ
移
っ
て
い
く
。
二
月
革
命
勃
発
以
後
の
激
動
す
る
ロ
シ
ア
に
お
い
て
政
治
の
舞
台
に
押
し
出
さ
れ
て
き
た
大
衆
の
切

実
な
諸
要
求
を
鋭
く
把
握
し
、
彼
ら
を
扇
動
し
、
自
ら
の
も
と
へ
引
き
入
れ
る
努
力
と
能
力
に
か
け
て
は
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
に
比
肩
し
う

る
政
党
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
即
時
の
社
会
主
義
革
命
と
い
う
龍
華
標
を
設
定
し
え
た
こ
と
が
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
に
巨
大
な
活
力
を
与
え
て
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い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
大
衆
が
雪
崩
を
打
っ
て
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
側
に
移
動
し
て
い
く
な
か
で
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
内
で
も
、
革
命
ロ
シ
ア
の
防
衛
の
た
め
の
戦

争
の
継
続
を
主
張
し
て
い
た
革
命
的
祖
国
防
衛
派
の
発
言
力
が
弱
ま
り
、
戦
争
反
対
の
主
張
を
貫
い
て
い
た
マ
ー
ル
ト
フ
ら
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ

国
際
派
の
力
が
増
大
し
て
く
る
。
ロ
シ
ア
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
が
反
革
命
勢
力
に
転
じ
た
こ
と
を
感
知
し
た
マ
ー
ル
ト
フ
は
、
主
と
し
て
ソ
ヴ

ィ
エ
ト
に
結
集
す
る
諸
政
党
か
ら
構
成
さ
れ
る
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
；
ト
と
農
民
の
革
命
的
民
主
主
義
的
政
府
の
樹
立
を
、
七
月
初
め
ご
ろ
か
ら

　
　
　
　
　
①

主
張
し
て
い
た
。

　
一
七
年
一
〇
月
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
権
力
奪
取
の
動
き
が
強
ま
る
な
か
で
、
マ
ー
ル
ト
フ
は
、
病
気
の
た
め
カ
フ
カ
ー
ズ
に
去
っ
た
ツ
ェ

レ
テ
ー
リ
に
代
わ
り
党
の
指
導
者
と
な
っ
た
ダ
ン
へ
の
説
得
に
成
功
し
、
左
派
を
含
む
エ
ス
エ
ル
党
に
も
働
き
か
け
て
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
に

対
抗
し
う
る
平
和
・
土
地
政
策
を
有
す
る
「
左
翼
ブ
質
ッ
ク
」
を
予
備
議
会
の
な
か
に
つ
く
ろ
う
と
努
め
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
遅
す
ぎ
た
の

で
あ
る
。
マ
ー
ル
ト
フ
が
起
草
し
た
「
左
翼
プ
ロ
ヅ
ク
」
決
議
案
が
よ
う
や
く
予
備
議
会
で
採
択
さ
れ
た
の
は
、
一
〇
月
二
四
日
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
権
力
奪
取
が
、
マ
…
ル
ト
フ
の
構
想
を
吹
き
飛
ば
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
指
導
者
た
ち
は
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
権
力
奪
取
に
激
し
く
反
発
し
た
。
彼
ら
は
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
政
権
の
前
途
を
次
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

よ
う
に
見
て
い
た
。
西
欧
で
の
社
会
主
義
革
命
の
展
望
は
明
確
な
も
の
と
な
っ
て
は
い
な
い
。
そ
の
よ
う
な
時
に
、
い
ま
だ
社
会
主
義
の
た
め

の
前
提
条
件
が
整
っ
て
い
な
い
後
進
国
ロ
シ
ア
に
社
会
主
義
を
植
え
つ
け
よ
う
と
す
る
試
み
は
、
農
民
や
多
く
の
都
市
住
民
か
ら
の
抵
抗
を
受

け
る
で
あ
ろ
う
。
民
主
主
義
勢
力
か
ら
自
己
を
切
り
離
し
た
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
政
府
は
、
「
最
悪
の
種
類
の
独
裁
扁
、
郊
ち
「
銃
剣
に
依
拠
し
、

人
民
の
自
由
意
志
を
抑
圧
す
る
少
数
者
の
政
府
」
に
不
可
避
的
に
転
化
す
る
で
あ
ろ
う
。
赤
色
チ
ロ
ル
は
反
動
体
制
と
白
色
チ
ロ
ル
を
引
き
出

　
　
　
　
　
　
④

す
で
あ
ろ
う
、
と
。

　
レ
ー
ニ
ン
が
一
党
に
よ
る
権
力
掌
握
と
独
裁
を
考
慮
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
七
月
事
件
に
際
し
て
臨
時
政
府
が
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
を
弾

圧
し
た
時
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
以
後
、
レ
ー
ニ
ン
は
エ
ス
エ
ル
党
と
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
を
見
限
っ
た
。
し
か
し
、
一
〇
月
蜂
起
が
成
功
し
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た
時
、
レ
ー
ニ
ン
は
エ
ス
エ
ル
左
派
に
新
政
府
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
た
。
エ
ス
エ
ル
左
派
は
一
〇
月
蜂
起
を
支
持
し
て
い
た
し
、
そ
の
う
え
、

そ
の
背
後
に
は
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
が
い
ま
だ
に
把
握
で
き
て
い
な
い
膨
大
な
革
命
的
農
民
が
存
在
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
エ
ス
エ
ル
左
派
は
入
閣
の
申
し
出
を
拒
み
続
け
た
。
彼
ら
は
「
革
命
的
民
主
主
義
」
勢
力
と
の
決
裂
を
恐
れ
て
い
た
。
結
局
、
ボ

リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
は
、
単
独
で
「
臨
時
労
農
政
府
」
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
の
内
部
で
も
、
同
党
が

単
独
で
進
ん
で
い
く
こ
と
に
懸
念
を
抱
く
者
は
決
し
て
少
な
く
は
な
か
っ
た
。

　
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
「
権
力
秘
匿
」
に
憤
激
し
、
第
二
回
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
大
会
の
席
を
蹴
っ
て
出
た
エ
ス
エ
ル
と
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
は
一
〇
月

二
六
日
に
「
祖
国
と
革
命
救
済
委
員
会
」
を
結
成
し
た
。
こ
れ
は
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
独
裁
に
対
抗
す
る
権
力
の
核
に
な
る
は
ず
の
も
の
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
こ
の
委
員
会
は
極
め
て
ル
ー
ズ
な
組
織
で
し
が
な
か
っ
た
。
エ
ス
エ
ル
の
極
右
派
は
こ
の
委
員
会
の
名
に
お
い
て
勝
手
に
突
走

り
、
他
の
メ
ン
バ
ー
の
多
く
が
知
ら
ぬ
間
に
ケ
レ
ン
ス
キ
ー
の
た
め
の
軍
隊
を
探
し
求
め
、
一
〇
月
二
九
日
、
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
で
士
官
候
補

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

生
の
蜂
起
を
性
急
に
組
織
し
た
。
こ
の
蜂
起
は
直
ち
に
粉
砕
さ
れ
た
。

　
士
官
候
補
生
の
蜂
起
の
鎮
圧
後
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
中
央
委
員
会
は
新
政
権
に
対
す
る
武
力
打
倒
計
画
を
断
念
し
た
。
ダ
ソ
は
再
度
マ
ー

ル
ト
フ
に
歩
み
寄
り
、
交
渉
に
よ
る
解
決
を
求
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
マ
ー
ル
ト
フ
ら
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
左
派
は
、
内
戦
を
阻
止
す
る
た
め
ボ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
を
含
む
「
同
質
民
主
主
義
派
」
諸
党
を
代
表
す
る
政
権
の
樹
立
を
、
第
二
回
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
大
会
以
降
訴
え
続
け
て
い
た
の
で

あ
る
。

　
エ
ス
エ
ル
左
派
も
ま
た
、
「
同
質
革
命
的
民
主
主
義
政
府
」
　
　
別
の
表
現
で
は
「
同
質
社
会
主
義
政
府
」
i
の
樹
立
を
求
め
て
い
た
。
こ

う
し
て
、
一
〇
月
二
九
日
よ
り
、
鉄
道
従
業
員
組
合
執
行
委
員
会
の
主
催
で
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
と
他
の
諸
党
と
の
交

渉
の
会
議
が
開
か
れ
た
。
こ
の
会
議
で
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
と
エ
ス
エ
ル
党
は
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
を
含
む
連
立
政
権
樹
立
に
同
意
す
る
と
こ
ろ

ま
で
い
っ
た
が
、
政
府
か
ら
の
レ
ー
ニ
ン
と
ト
ロ
ツ
キ
ー
の
排
除
に
固
執
し
続
け
た
。

　
こ
の
よ
う
な
条
件
を
突
き
つ
け
ら
れ
な
が
ら
も
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
内
で
は
、
穏
健
派
を
中
心
と
し
て
、
交
渉
を
続
け
連
立
政
府
を
実
現
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さ
せ
よ
う
と
す
る
空
気
が
強
か
っ
た
の
で
あ
る
。
特
に
モ
ス
ク
ワ
の
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
組
織
で
は
、
「
同
質
社
会
主
義
政
府
扁
賛
成
派
が
優

　
　
　
　
　
　
　
⑦

勢
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　
「
同
質
社
会
主
義
政
府
」
の
提
案
は
労
働
者
間
で
相
当
の
反
響
を
引
き
起
こ
し
た
模
様
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
権
力
奪
取

を
支
持
し
て
い
た
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
労
働
組
合
評
議
会
は
、
一
〇
月
三
〇
日
、
「
全
社
会
主
義
政
党
間
で
の
即
時
の
和
解
」
を
、
ま
た
そ
れ
ら

す
べ
て
を
含
む
政
府
を
要
求
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
が
完
全
に
掌
握
し
て
い
た
ヴ
ィ
ボ
ル
グ
地
区
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
も
、
オ
ブ
ホ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

フ
金
属
労
働
者
も
、
同
じ
こ
ろ
全
社
会
主
義
政
党
よ
り
な
る
政
府
を
要
求
す
る
に
至
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
交
渉
を
権
力
が
安
定
す
る
ま
で
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

単
な
る
駆
け
引
き
と
見
な
し
て
い
た
レ
ー
ニ
ン
は
、
交
渉
乱
書
に
妥
協
的
態
度
を
示
し
て
い
た
カ
ー
メ
ネ
フ
、
リ
ャ
ザ
…
ノ
ブ
ら
ボ
リ
シ
ェ
ヴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

イ
キ
党
内
の
穏
健
派
を
激
し
く
非
難
し
、
離
党
す
ら
勧
告
し
て
い
る
。

　
交
渉
決
裂
後
の
一
一
月
五
日
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
穏
健
派
の
党
中
央
委
員
（
カ
ー
メ
ネ
フ
、
ル
イ
コ
フ
、
ミ
リ
ュ
…
チ
ン
、
ジ
ノ
ヴ
ィ
エ
フ
、
ノ
ギ

ー
ン
）
と
人
民
委
員
（
ノ
ギ
ー
ソ
、
ル
イ
コ
フ
、
ミ
リ
ュ
…
チ
ン
、
テ
オ
ド
ロ
ー
ヴ
ィ
チ
）
が
辞
職
声
明
を
発
表
し
た
。
人
民
委
員
の
辞
職
声
明
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

他
に
リ
ャ
ザ
ー
ノ
ブ
、
ラ
ー
リ
ン
ら
六
名
が
署
名
し
て
い
る
。
の
ち
に
労
働
嚢
反
対
派
の
指
導
者
と
な
る
シ
リ
ャ
ー
プ
ニ
コ
フ
は
穏
健
派
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

な
く
急
進
的
理
想
主
義
者
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
時
は
カ
ー
メ
ネ
フ
ら
と
同
意
見
で
あ
る
旨
の
声
明
を
単
独
で
出
し
て
い
る
。

　
ジ
ノ
ヴ
ィ
エ
フ
は
ま
も
な
く
態
度
を
変
え
、
　
一
一
月
七
日
、
「
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
と
エ
ス
エ
ル
は
協
定
を
望
ま
な
か
っ
た
。
…
…
い
か
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

分
裂
も
わ
が
党
内
に
生
じ
て
は
な
ら
な
い
」
と
声
明
し
て
、
中
央
委
員
に
自
主
的
に
復
帰
し
た
。
他
の
穏
健
派
の
人
々
も
、
一
二
月
九
日
に
ボ

リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
と
左
翼
エ
ス
エ
ル
党
と
の
間
で
連
立
政
府
に
つ
い
て
の
合
意
が
成
立
し
た
た
め
に
、
党
内
で
の
影
響
力
を
失
っ
て
い
っ
た
。

　
こ
う
し
て
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
穏
健
派
は
敗
北
し
た
。
し
か
し
、
彼
ら
は
依
然
と
し
て
党
内
に
存
在
し
続
け
た
の
で
あ
り
、
マ
ー
ル
ト
フ
ら
は

引
き
続
き
彼
ら
に
望
み
を
か
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
レ
ー
ニ
ン
が
こ
れ
に
気
づ
か
な
い
わ
け
は
な
か
っ
た
。
マ
ー
ル
ト
フ
ら
に
対
す
る
レ
ー
ニ

ン
の
厳
し
い
対
応
の
背
後
に
こ
う
し
た
事
情
が
あ
っ
た
こ
と
に
、
我
々
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
の
主
導
権
を
マ
ー
ル
ト
フ
ら
左
派
が
掌
握
し
た
の
は
一
七
年
＝
一
月
初
め
の
党
大
会
（
最
後
の
党
大
会
）
に
お
い
て
で
あ
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つ
た
。
し
か
し
、
＝
月
の
全
露
憲
法
暫
定
議
会
選
挙
の
結
果
は
、
同
党
の
完
膚
な
き
ま
で
の
敗
北
を
告
げ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
選
挙
結
果
（
　
部
地
域
は
不
明
）
を
概
観
す
る
と
、
　
エ
ス
エ
ル
党
（
候
補
者
名
簿
は
左
派
が
分
離
・
独
立
す
る
前
に
作
成
さ
れ
て
い
た
）
は
得
票
率
四

〇
・
二
％
で
首
位
に
立
ち
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
が
二
四
・
○
％
で
第
二
位
、
カ
デ
ッ
ト
党
が
四
・
七
％
で
第
三
位
で
あ
る
。
第
四
位
の
メ
ン

シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
は
二
・
六
％
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
が
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
市
と
エ
、
ス
ク
ワ
市
（
共
に
守
備
隊
を
含
む
）
で
そ

れ
ぞ
れ
四
五
・
一
％
、
四
八
・
二
％
で
首
位
に
立
ち
、
他
の
主
要
都
市
と
工
業
地
帯
、
守
備
隊
と
戦
線
で
圧
勝
し
た
の
に
対
し
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ

ィ
キ
党
は
グ
ル
ジ
ア
を
含
む
ザ
カ
フ
カ
ー
ジ
エ
で
は
他
党
を
大
き
く
引
き
離
し
た
が
、
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
市
と
モ
ス
ク
ワ
市
で
は
そ
れ
ぞ
れ
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

・
二
％
、
二
・
八
％
に
と
ど
ま
っ
た
。
県
庁
所
在
地
で
の
得
票
率
も
五
・
八
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

　
メ
ソ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
が
広
範
な
大
衆
的
支
持
を
獲
得
し
え
た
地
域
は
グ
ル
ジ
ア
だ
け
で
あ
り
、
し
か
も
同
地
の
メ
ソ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
は
ロ
シ
ア
の

党
か
ら
分
離
す
る
傾
向
を
強
め
て
い
た
（
一
八
年
一
一
月
に
は
、
グ
ル
ジ
ア
の
メ
ソ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
は
ロ
シ
ア
の
党
か
ら
完
全
に
独
立
し
た
党
を
結
成
し
、
全

く
別
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
る
）
。
グ
ル
ジ
ア
以
外
で
の
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
の
得
票
率
の
異
様
な
ま
で
の
低
さ
は
、
こ
の
党
が
危
機
的
状
態
に
陥

っ
て
い
た
こ
と
を
は
っ
き
り
と
示
し
て
い
る
。
労
働
者
大
衆
に
見
捨
て
ら
れ
、
極
度
に
弱
体
化
し
た
党
を
、
マ
ー
ル
ト
フ
は
引
き
継
い
だ
の
で

あ
る
。

　
一
八
年
一
月
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
は
、
「
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
民
主
主
義
」
を
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
」
の
上
位
に
置
く
と
い
う
見
地
か
ら
、

憲
法
制
定
議
会
の
解
散
を
決
行
し
た
が
、
こ
れ
は
、
主
と
し
て
農
民
票
を
集
め
て
議
会
内
で
首
位
を
占
め
て
い
た
エ
ス
エ
ル
党
を
怒
ら
せ
、
同

党
を
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
体
制
の
武
力
打
倒
の
道
へ
と
向
か
わ
せ
る
一
因
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
武
力
打
倒
は
一
八
年
五
月
ま
で
は
同
党
の
基
本

方
針
と
は
な
ら
ず
、
同
党
は
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
と
共
に
、
憲
法
制
定
議
会
解
散
直
後
に
開
か
れ
た
第
三
回
合
露
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
大
会
（
ボ
リ
シ
ェ

ヴ
ィ
キ
と
産
翼
エ
ス
エ
ル
が
多
数
を
占
め
た
）
に
代
議
員
を
送
っ
て
い
る
。

　
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
も
憲
法
制
定
議
会
解
散
に
抗
議
し
、
そ
の
再
招
集
を
要
求
し
た
。
メ
ソ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
は
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
制
度
・
．
“
り
も
憲
法

制
定
議
会
の
よ
う
な
民
主
主
義
的
議
会
制
度
を
上
位
に
置
い
て
い
た
。
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
選
挙
は
普
通
・
直
接
・
平
等
の
選
挙
で
は
な
か
っ
た
し
、
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⑰

ま
た
必
ず
し
も
秘
密
選
挙
で
は
な
か
っ
た
。
マ
ー
ル
ト
フ
は
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
を
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
あ
れ
こ
れ
の
政
治
的
任
務
や
一
般
的
任

務
を
実
現
す
る
能
力
に
応
じ
て
評
価
さ
れ
る
べ
き
、
「
革
命
時
に
生
じ
る
労
働
者
階
級
の
戦
闘
組
織
の
一
形
態
」
と
見
な
し
て
い
た
の
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

そ
れ
を
国
家
機
関
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
に
反
対
し
て
い
た
。

　
ロ
シ
ア
の
前
に
客
観
的
に
設
定
さ
れ
て
い
る
課
題
は
社
会
主
義
の
建
設
で
は
な
く
、
　
「
民
主
共
禰
国
」
の
樹
立
で
あ
っ
た
。
　
マ
ー
ル
ト
フ
は

い
う
。
「
か
つ
て
は
旧
体
制
の
砦
で
あ
り
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
観
点
や
心
理
と
は
遙
か
に
隔
っ
て
い
る
武
装
兵
士
た
ち
は
、
現
時
点
で
は
平
和

と
土
地
を
求
め
る
闘
争
に
お
い
て
、
労
働
者
党
と
労
働
者
階
級
を
支
持
す
る
用
意
が
で
き
て
い
る
」
。
だ
が
、
こ
の
「
物
理
的
政
治
力
」
に
頼

り
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
権
力
を
通
じ
て
、
労
働
者
階
級
が
い
ま
だ
少
数
で
あ
る
後
進
国
ロ
シ
ア
に
社
会
主
義
的
生
産
形
態
を
導
入
し
よ
う
と
す
る
試

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

み
は
、
結
局
は
非
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
大
衆
の
意
志
と
衝
突
し
、
労
働
者
階
級
の
消
耗
と
敗
北
に
終
る
こ
と
に
な
ろ
う
、
と
。

　
し
か
し
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
は
、
ポ
ト
レ
ソ
フ
や
り
ー
ベ
ル
ら
右
派
は
別
と
し
て
、
武
力
に
よ
る
政
府
打
倒
の
道
を
選
ば
な
か
っ
た
。
そ

の
理
由
も
、
マ
ー
ル
ト
フ
自
身
が
述
べ
て
い
る
。
端
的
に
い
え
ば
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
背
後
に
は
労
働
者
階
級
が
実
在
し
て
い
る
か
ら
、
と

い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　
メ
ソ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
か
ら
見
れ
ば
道
を
誤
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
労
働
者
階
級
は
、
都
市
部
で
の
憲
法
制
定
議
会
選
挙
の
結
果
に
も
示
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
を
支
持
し
て
い
た
。
同
党
に
敵
対
す
る
こ
と
は
ロ
シ
ア
の
労
働
者
階
級
に
敵
対
す
る
こ
と
で
あ
り
、
反
革

命
勢
力
の
介
入
に
道
を
開
く
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義
政
党
、
労
働
者
政
党
と
し
て
の
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
の

採
り
う
る
道
は
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
に
武
力
で
挑
む
こ
と
で
は
な
く
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
内
部
に
と
ど
ま
り
、
労
働
者
に
働
き
か
け
て
ボ
リ
シ
ェ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ヴ
ィ
キ
党
に
圧
力
を
か
け
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
体
制
を
内
部
か
ら
民
主
的
な
も
の
に
な
る
よ
う
改
革
す
る
こ
と
以
外
に
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
は
、
や
が
て
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
か
ら
放
逐
さ
れ
る
。

　
一
八
年
六
月
一
四
日
、
全
心
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
中
央
執
行
委
員
会
は
、
エ
ス
エ
ル
お
よ
び
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
全
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
か
ら
の
追
放
に
関

す
る
次
の
よ
う
な
内
容
の
決
議
を
採
択
し
た
。
一
i
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
権
は
国
の
内
外
か
ら
攻
撃
を
受
け
、
極
め
て
困
難
な
時
期
に
あ
る
。
ソ
ヴ
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イ
エ
ト
政
権
打
倒
を
め
ざ
し
て
い
る
党
の
代
表
が
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
内
部
に
い
る
こ
と
を
許
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
エ
ス
エ
ル
党
と
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ

キ
党
は
、
カ
レ
ー
デ
ィ
ン
、
コ
ル
ニ
…
ロ
ブ
、
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
ら
の
公
然
た
る
反
革
命
派
と
同
盟
し
て
武
力
闘
争
を
行
な
っ
て
い
る
。
ゆ
え
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

こ
の
二
党
を
全
露
中
央
執
行
委
員
会
か
ら
追
放
す
る
と
共
に
、
同
様
の
措
置
を
と
る
よ
う
全
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
に
提
案
す
る
。

　
確
か
に
エ
ス
エ
ル
は
、
一
方
で
は
諸
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
内
で
活
動
し
な
が
ら
も
、
他
方
で
は
共
産
党
に
対
し
て
武
力
闘
争
を
展
開
し
て
い
た
。
カ

デ
ッ
ト
党
と
は
あ
る
一
線
を
画
し
な
が
ら
も
、
自
己
の
統
制
下
に
十
分
置
く
こ
と
の
で
き
な
い
旧
軍
の
将
軍
た
ち
の
軍
事
力
に
頼
る
傾
向
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

つ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

　
零
露
中
央
執
行
委
員
会
の
六
・
一
四
決
議
は
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
と
エ
ス
エ
ル
党
と
を
同
列
に
置
き
、
あ
た
か
も
メ
ソ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
全
党

が
反
革
命
勢
力
と
結
託
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
事
実
に
反
し
て
い
る
。
エ
ス
エ
ル
と
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
が
一
括
さ
れ
、

さ
ら
に
地
主
や
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
反
革
命
勢
力
に
直
結
さ
れ
る
と
い
う
構
図
は
、
以
後
の
ソ
連
の
歴
史
書
に
よ
く
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、

決
し
て
正
確
で
は
な
い
。

　
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
が
最
も
恐
れ
て
い
た
の
は
、
内
戦
が
生
じ
て
労
働
者
あ
る
い
は
勤
労
者
（
農
民
を
含
む
）
同
士
が
争
い
合
い
、
反
動
勢
力
が

こ
れ
に
乗
じ
て
最
終
的
勝
利
を
得
、
二
月
革
命
後
の
民
主
主
義
的
諸
成
果
を
払
拭
し
て
し
ま
う
と
い
う
事
態
で
あ
っ
た
。
確
か
に
メ
ン
シ
ェ
ヴ

ィ
キ
党
中
央
委
員
会
は
共
産
党
の
諸
政
策
を
厳
し
く
批
判
し
続
け
て
い
た
が
、
武
力
闘
争
を
呼
び
か
け
た
と
い
う
事
実
は
な
い
。
武
力
闘
争
を

唱
え
て
い
た
党
内
最
右
翼
の
代
表
で
あ
る
ポ
ト
レ
ソ
フ
は
当
時
中
央
委
員
で
は
な
か
っ
た
。

　
そ
れ
で
は
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
地
方
組
織
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
六
・
一
四
決
議
が
な
さ
れ
た
第
四
次
全
露
中
央
執
行
委
員
会
で
の
議
事
を

見
て
み
よ
う
。
共
産
党
代
表
ソ
ス
ノ
フ
ス
キ
ー
の
攻
撃
に
対
し
マ
ー
ル
ト
フ
は
逐
一
反
論
し
、
王
徳
派
の
蜂
起
に
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
の
い
か

な
る
組
織
も
関
与
し
て
い
な
い
、
と
主
張
し
て
い
る
。
た
だ
、
マ
ー
ル
ト
フ
は
、
当
晴
独
立
し
た
行
動
を
と
っ
て
い
た
カ
フ
カ
ー
ズ
（
グ
ル
ジ

ア
）
の
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
が
あ
る
集
会
を
武
力
で
解
散
し
、
そ
の
際
「
若
干
の
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
が
被
害
を
受
け
た
」
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
「
我

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

々
は
抗
議
し
」
、
以
後
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
、
と
彼
は
述
べ
て
い
る
。
共
産
党
側
の
二
番
目
の
発
墨
者
ポ
ク
ロ
フ
ス
キ
ー
も
、
「
カ

85　（587）



フ
カ
ー
ス
の
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
だ
け
を
例
外
と
し
て
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
は
武
器
を
も
っ
て
蜂
起
し
た
こ
と
は
決
し
て
な
か
っ
た
」
と
述
べ
て

　
㊧

い
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
ソ
ス
ノ
フ
ス
キ
ー
さ
え
も
が
、
エ
ス
エ
ル
は
「
主
と
し
て
軍
票
的
活
動
を
行
な
っ
て
」
お
り
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
は

「
よ
り
文
官
的
な
役
割
を
引
き
受
け
て
」
い
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
中
央
執
行
委
員
会
で
の
討
論
の
様
子
を
見
る
な
ら
ば
、
メ
ソ

シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
全
体
が
エ
ス
エ
ル
や
旧
号
の
将
軍
た
ち
と
結
託
し
て
共
産
党
政
権
の
武
力
打
倒
を
た
く
ら
ん
で
い
る
と
い
う
よ
う
な
主
張
が
根

拠
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
共
産
党
に
対
す
る
武
力
闘
争
を
拒
否
す
る
と
い
う
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
中
央
委
員
会
の
方
針
は
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
追
放
後
も
一
貫
し
て
保
持
さ
れ

　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
方
針
が
す
べ
て
の
地
方
組
織
に
受
け
容
れ
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
党
中
央
委
員
会
は
、
一
八
年
末
ま
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
右
派
が
党
内
で
中
央
委
員
会
を
批
判
す
る
こ
と
を
許
し
た
。
し
か
し
、
党
中
央
委
員
会
は
、
一
八
年
七
月
の
ヤ
ロ
ス
ラ
ー
ヴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

リ
蜂
，
起
に
参
加
し
た
サ
ヴ
ィ
ノ
ブ
と
ジ
ェ
ー
セ
ン
を
除
名
す
る
と
い
う
ヤ
ロ
ス
ラ
ー
ヴ
リ
委
員
会
の
決
定
を
承
認
し
、
ま
た
六
月
初
め
に
成
立

し
た
サ
マ
ー
ラ
政
府
に
党
中
央
委
員
マ
イ
ス
キ
ー
が
参
加
し
た
こ
と
を
あ
と
で
知
り
、
彼
を
党
中
央
委
員
会
か
ら
、
の
ち
に
は
党
か
ら
除
名
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
除
名
の
事
実
に
つ
い
て
は
、
ソ
連
人
研
究
者
た
ち
は
、
無
論
熟
知
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
殆
ど
あ
る
い
は
全
く
言
及

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

し
て
い
な
い
。
ル
パ
ン
は
「
一
人
も
党
か
ら
除
名
さ
れ
な
か
っ
た
」
と
さ
え
書
い
て
い
る
。

　
一
八
年
六
月
一
四
日
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
か
ら
の
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
追
放
の
真
の
理
由
は
何
で
あ
っ
た
か
。
ま
ず
、
同
年
五
月
の
チ
ェ
コ
軍
団

の
反
乱
を
契
機
に
ロ
シ
ア
が
全
面
的
な
内
戦
に
突
入
し
つ
つ
あ
っ
た
と
い
う
状
況
は
無
論
重
要
で
あ
ろ
う
。
レ
ー
ニ
ン
は
一
〇
月
蜂
起
以
前
よ

り
内
戦
を
不
可
避
と
考
え
、
そ
れ
に
備
え
て
い
た
。
む
し
ろ
内
戦
を
歓
迎
し
て
い
た
と
さ
え
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
和
田
春
樹
氏
が
指

摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
レ
ー
ニ
ン
は
内
戦
が
現
実
に
は
い
か
に
恐
る
べ
き
形
態
を
と
る
か
に
つ
い
て
は
十
分
に
予
想
し
て
い
た
よ
う
に
は
見
え

な
い
。
と
も
あ
れ
、
内
戦
が
始
ま
っ
て
し
ま
え
ぼ
、
「
味
方
で
な
い
も
の
は
す
べ
て
敵
」
と
い
う
観
念
が
共
産
党
を
強
く
捉
え
て
い
っ
た
で
あ

ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
確
か
に
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
は
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
内
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
が
、
い
ま
だ
一
〇
月
蜂
起
を
承
認
せ
ず
、

共
産
党
の
諸
政
策
を
批
判
し
続
け
て
い
た
。
共
産
党
は
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
が
全
体
と
し
て
は
武
装
蜂
起
に
関
与
し
て
は
い
な
い
こ
と
を
知
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り
な
が
ら
も
、
内
戦
勃
発
と
い
う
状
況
下
に
お
い
て
は
、
も
は
や
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
体
制
内
で
の
同
党
の
存
在
を
容
認
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
　
門
バ

　
　
　
　
　
　
⑯

リ
ケ
ー
ド
の
外
へ
」
放
逐
し
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
か
ら
の
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
追
放
の
動
因
と
な
っ
た
の
は
決
し
て
内
戦
の
勃
発
と
い
う
事
情
だ
け
で
は
な
い
。
既
に

内
戦
勃
発
前
に
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
は
労
働
者
大
衆
間
で
勢
力
を
回
復
し
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
共
産
党
に
脅
威
を
与
え
る
存
在
に
な
っ
て

い
た
。
こ
の
こ
と
が
メ
ソ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
追
放
に
深
く
関
係
し
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

　
ソ
連
史
学
は
一
八
年
春
と
夏
の
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
お
よ
び
エ
ス
エ
ル
党
の
影
響
力
の
増
大
を
否
定
な
い
し
無
視
し
続
け
て
き
た
。
こ
の
二

党
の
大
衆
的
基
盤
の
喪
失
を
示
す
も
の
と
し
て
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
の
は
、
県
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
大
会
と
郡
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
大
会
で
の
こ
の
二
党
の

議
席
獲
得
率
で
あ
る
（
市
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
大
会
の
集
計
が
抜
け
て
い
る
こ
と
に
注
意
せ
よ
）
。
上
の
表
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
と
「
右

翼
エ
ス
エ
ル
偏
即
ち
エ
ス
エ
ル
は
極
め
て
わ
ず
か
な
議
席
し
か
得
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
表
に
基
づ
い
て
、
ギ
ン
ペ
リ
ソ
ー
ン
な
ど
は
、
メ

ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
や
エ
ス
エ
ル
党
は
大
衆
的
基
盤
を
全
く
失
っ
て
い
た
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

メンシェヴィキ党とμシア共産党（尼川）

県・郡ソヴィエト大会党派別構成

　　　（1918年1－6月）

党　派
1県大会1郡大会

48．490

1．2

12．2

L2
0．3

4．6

32．1

52．4ero

L1

16．8

2．9

0．5

3．2

23．1

コムニストと同調者

メンシェヴィキ

左翼エスエル

右翼エスエル

アナキスト

他の諸党
無　党　派

出典：E．H．　rll：ifiep｝！coH。　X3　HCTopmI

o’opa30Ba｝｛1｛fl　o；iHOロaPTI揃HOH　CIICTeMbl　B

CCCP．一〈Bofipocb”lcTopml＞，　Jsk　11，　Ho－

H6pb　1965　r。　cTp．16．なお，　CoBeTcl｛afl

iieTop｝igee｝cafi　3i｛umcxonenim，　T．　13，　M．，

1971，CTO而．195にもギムペリソーソが

作成した同様の表がある。

　
し
か
し
、
ソ
連
人
研
究
者
の
な
か
に
も
、
こ
の
点
に
つ
い
て
あ
え
て
異
を
唱
え
る
人

が
出
て
き
て
い
る
。
ソ
連
に
お
け
る
「
一
党
制
」
の
形
成
の
問
題
を
考
察
し
た
マ
ラ
ー

シ
コ
は
、
例
え
ば
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
事
例
を
あ
げ
て
い
る
。

i
一
八
年
三
月
の
モ
ス
ク
ワ
市
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
選
挙
で
メ
ソ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
は
議
席
を

「
倍
増
」
し
て
い
る
（
執
行
委
員
会
内
で
は
共
産
党
員
四
七
名
に
対
し
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
は
一

　
⑰

八
名
）
。
そ
の
ほ
か
、
　
オ
リ
ョ
ー
ル
な
ど
多
く
の
県
庁
所
在
地
の
市
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
で
メ

ソ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
は
エ
ス
エ
ル
と
共
に
多
数
の
議
席
を
獲
得
し
て
い
る
。
五
月
に
は
メ
ン

シ
ェ
ヴ
ィ
キ
が
加
わ
っ
た
政
治
的
・
経
済
的
ス
ト
ラ
イ
キ
が
各
地
で
頻
発
し
て
い
る
。

七
月
後
半
の
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
市
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
選
挙
で
も
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
は
二
四
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議
席
（
エ
ス
エ
ル
は
四
三
議
席
）
を
獲
得
し
て
い
る
。

　
な
お
、
右
の
事
実
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
六
・
一
四
決
議
以
後
も
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
市
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
は
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
と
エ
ス
エ
ル
を
追

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

放
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
モ
ス
ク
ワ
市
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
は
六
・
一
四
決
議
以
後
は
エ
ス
エ
ル
代
議
員
の
み
を
追
放
す
る
に
と
ど
め
て
い
る
。

　
一
八
年
の
春
と
夏
の
反
政
府
的
大
衆
運
動
の
盛
り
上
が
り
と
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
ー
エ
ス
エ
ル
・
ブ
ロ
ッ
ク
の
目
ざ
ま
し
い
伸
張
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

米
国
の
研
究
者
ブ
ロ
フ
キ
ン
が
よ
り
深
い
考
察
を
行
な
っ
て
い
る
。

　
憲
法
制
定
議
会
を
解
散
し
た
の
ち
、
共
産
党
は
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
や
エ
ス
エ
ル
党
が
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
糊
度
の
枠
内
で
大
衆
の
支
持
を
求
め
て

共
産
党
（
お
よ
び
崖
翼
エ
ス
エ
ル
党
）
と
競
い
合
う
こ
と
を
承
認
し
た
。
　
一
八
年
三
月
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
は
中
央
執
行
委
員
会
の
ボ
イ
コ
ッ
ト

を
や
め
、
諸
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
で
多
数
の
議
席
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
合
法
的
に
政
権
を
掌
握
し
憲
法
制
定
議
会
を
再
招
集
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

一
方
、
こ
の
こ
ろ
ま
で
に
、
そ
れ
ま
で
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
即
ち
共
産
党
を
支
持
し
て
き
た
大
衆
の
気
分
に
重
大
な
変
化
が
生
じ
て
い
た
の
で

あ
る
。
都
市
で
は
経
済
の
混
乱
の
結
果
失
業
が
増
大
し
、
食
糧
供
給
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
崩
壊
に
よ
る
飢
餓
が
住
民
を
脅
か
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う

な
状
況
の
も
と
で
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
は
エ
ス
エ
ル
党
と
ブ
ロ
ッ
ク
を
組
み
、
一
八
年
春
に
行
な
わ
れ
た
諸
都
市
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
選
挙
で
大
勝

利
を
得
た
の
で
あ
る
。

　
ブ
ロ
フ
キ
ン
に
よ
れ
ば
、
一
八
年
春
に
実
際
に
選
挙
が
行
な
わ
れ
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
が
残
っ
て
い
る
す
べ
て
の
欧
．
露
の
県
庁
所
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

地
の
市
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
で
、
こ
の
二
党
の
ブ
ロ
ッ
ク
は
多
数
を
占
め
た
。
地
方
都
市
で
は
失
業
と
飢
餓
に
加
え
、
中
央
か
ら
独
立
し
て
行
動
し
て

い
た
地
方
共
産
党
権
力
の
高
圧
的
態
度
と
乱
行
が
園
立
っ
て
い
た
。
地
方
コ
ム
ニ
ス
ト
は
あ
ら
た
に
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
と
エ
ス
エ
ル
の
支
配
下

に
入
っ
た
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
を
し
ば
し
ぼ
武
力
を
も
っ
て
解
散
さ
せ
た
。
こ
れ
に
抗
議
す
る
労
働
者
と
コ
ム
ニ
ス
ト
の
間
で
あ
ら
た
な
衝
突
が
起
こ

り
、
最
後
に
は
、
多
く
の
都
市
で
戒
厳
令
が
発
せ
ら
れ
た
。
ま
さ
に
こ
れ
が
、
一
八
年
夏
の
ヤ
ロ
ス
ラ
ー
ヴ
リ
蜂
起
を
含
む
反
政
府
武
装
蜂
起

の
背
景
で
あ
っ
た
、
と
ブ
ロ
フ
キ
ン
は
い
う
の
で
あ
る
。

　
一
八
年
六
月
一
四
日
ま
で
に
は
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
と
エ
ス
エ
ル
は
、
地
方
コ
ム
ニ
ス
ト
に
よ
っ
て
多
く
の
県
庁
所
在
地
の
市
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
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か
ら
排
除
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
地
方
コ
ム
ニ
ス
ト
の
指
導
者
（
特
に
サ
ラ
ー
ト
フ
の
指
導
者
）
が
、
第
五
回
全
露
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
大
会
を
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

近
か
に
控
え
て
い
た
共
産
党
中
央
に
、
エ
ス
エ
ル
と
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
を
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
か
ら
追
放
す
る
よ
う
働
き
か
け
た
ら
し
い
。

　
一
八
年
一
月
ご
ろ
よ
り
、
労
働
者
の
聞
で
は
、
共
産
党
に
よ
っ
て
選
挙
の
延
期
や
強
制
解
散
等
の
方
法
で
操
作
さ
れ
て
い
る
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
に

代
わ
っ
て
自
分
た
ち
の
意
思
を
表
明
で
き
る
自
主
的
な
機
関
で
あ
る
「
工
場
（
労
働
者
）
全
権
代
表
者
会
議
」
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
動
き
が
、
ぺ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
を
初
め
と
し
て
各
地
で
生
じ
て
い
た
。
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
（
特
に
右
派
）
と
エ
ス
エ
ル
は
、
こ
の
労
働
者
の
運
動
に
深
く
関
与
し

て
い
た
。
こ
の
こ
と
も
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
か
ら
の
メ
ソ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
と
エ
ス
エ
ル
の
追
放
に
連
関
し
て
い
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

六
月
＝
二
日
に
は
「
工
場
全
権
代
表
者
会
議
」
の
メ
ン
バ
ー
が
逮
捕
さ
れ
た
。
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
市
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
選
挙
は
七
月
下
旬
に
行
な

わ
れ
た
。
前
述
の
よ
う
に
、
こ
の
選
挙
で
は
、
六
・
一
四
決
議
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
と
エ
ス
エ
ル
の
参
加
が
認
め
ら
れ
た
。

し
か
し
、
選
挙
規
程
は
、
議
席
の
多
く
が
共
産
党
の
統
制
下
に
あ
っ
た
諸
機
関
の
代
表
に
属
す
る
よ
う
に
改
変
さ
れ
た
。
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
と

エ
ス
エ
ル
は
こ
れ
に
抗
議
し
、
彼
ら
の
う
ち
の
多
く
の
者
が
選
挙
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
す
る
こ
と
を
望
ん
だ
と
い
う
。
コ
ム
ニ
ス
ト
が
圧
倒
的
多
数

を
占
め
た
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
市
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
は
、
六
月
二
七
日
、
「
工
場
全
権
代
表
者
会
議
偏
を
反
革
命
組
織
と
し
て
非
難
し
解
散
さ
せ
た
。

こ
の
運
動
を
推
進
し
て
き
た
労
働
老
た
ち
は
、
諦
め
と
ア
パ
シ
ー
に
陥
っ
て
い
っ
た
（
よ
り
決
然
と
し
た
部
分
は
、
武
力
闘
争
を
開
始
し
た
エ
ス
エ
ル

党
の
も
と
に
去
っ
て
い
っ
た
）
。

　
ブ
ロ
フ
キ
ン
は
ま
た
、
当
時
、
共
産
党
と
連
立
政
府
を
構
成
し
な
が
ら
、
対
独
講
和
、
食
糧
徴
発
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
強
制
的
解
散
と
い
う
重

要
闇
題
で
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
お
よ
び
エ
ス
エ
ル
党
と
類
似
し
た
立
場
を
と
っ
て
い
た
左
翼
エ
ス
エ
ル
党
が
農
村
で
勢
力
を
目
ざ
ま
し
く
拡
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

し
て
い
た
こ
と
が
、
六
・
一
四
決
議
に
作
用
し
て
い
る
と
い
う
、
注
目
す
べ
き
見
解
を
塁
示
し
て
い
る
。
実
際
、
左
翼
エ
ス
エ
ル
党
は
六
・
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

四
決
議
に
賛
成
し
な
か
っ
た
。
決
議
は
共
産
党
代
表
の
み
に
よ
っ
て
可
決
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
周
知
の
よ
う
に
、
左
翼
エ
ス
エ
ル
党
は

一
八
年
七
月
に
武
装
蜂
起
し
、
鎮
圧
さ
れ
、
「
部
を
残
し
て
壊
滅
状
態
に
入
る
。

　
復
調
の
兆
し
を
見
せ
て
い
た
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
の
勢
力
は
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
か
ら
の
追
放
後
は
、
急
速
に
衰
え
て
い
っ
た
。
ペ
ト
ロ
ダ
ラ
ー
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ド
や
モ
ス
ク
ワ
の
市
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
に
残
っ
て
い
た
同
党
の
代
議
員
た
ち
も
、
危
険
分
子
と
し
て
絶
え
ず
攻
撃
さ
れ
た
。
多
く
の
党
員
の
逮
捕
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

新
聞
の
強
制
的
閉
鎖
、
等
に
よ
り
、
党
活
動
は
著
し
く
困
難
に
な
っ
た
。
党
内
右
派
は
、
反
政
府
武
力
闘
争
を
展
開
し
て
い
る
エ
ス
エ
ル
党
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

の
同
盟
を
強
く
主
張
し
、
あ
く
ま
で
武
力
闘
争
を
否
定
す
る
党
指
導
部
と
の
対
立
を
深
め
た
。
他
方
、
共
産
党
へ
鞍
替
え
す
る
人
々
も
続
出
し

た
。
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
が
こ
の
晴
極
度
の
危
機
に
逢
着
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
次
章
で
見
る
よ
う
に
、
そ
の
こ
と
の
み

が
一
八
年
末
の
同
党
の
路
線
の
変
更
を
引
き
起
こ
し
た
の
で
は
な
い
。

①
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【
♂
胃
自
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に
ρ
①
剛
剛
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自
お
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．
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．
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℃
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．
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℃
．
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ラ
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リ
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メ
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ヴ
ィ
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瞬
際
派
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所
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し
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い
た
。

⑫
　
鋼
や
。
↓
9
6
き
【
貰
。
｝
剛
弓
舘
諮
陶
0
8
剛
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潮
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℃
雪
び
悶
∩
o
こ
コ
。
↓
n
【
3
詠
切
き
∩
↓
斜
↓
」
周
・
ヨ
こ
一
8
P
∩
↓
マ
お
O
ム
鎗
■

⑳
力
琶
ぎ
ざ
燭
ワ
α
？
O
ゴ
ご
ご
5
く
置
卸
§
馬
さ
蕊
ξ
幾
雰
：
二
℃
．
め
ρ

⑱
属
巴
ヨ
。
。
9
μ
（
巴
．
Y
℃
や
詮
（
凶
く
Y
。
。
。
。
ご
6
ご
δ
〈
罫
ポ
圃
謡
ミ
W
塞
ぎ
ミ
ぎ
：
ニ

　
マ
ω
O
P

90 （592）



メソシェヴィキ党とロシア共産党（尼川）

⑭
　
団
B
↓
9
（
9
三
器
o
o
二
塁
邑
じ
σ
∩
0
2
2
蚤
2
3
8
目
窪
↓
℃
ロ
き
二
〇
「
o
叢
。
コ
9
閑
≡
↓
o
－

　
涌
臣
。
δ
穴
。
峯
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器
話
蒔
…
3
8
ω
露
器
．
ン
こ
ち
8
㌧
2
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．
蒔
瞬
ム
悼
0
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⑮
　
↓
霧
凶
当
｛
ρ
o
弓
．
お
一
。

⑳
日
．
門
朧
7
；
＾
ρ
2
℃
∵
蕊
P

⑳
　
党
中
央
委
員
会
は
、
一
八
年
八
月
二
二
、
地
方
組
織
に
対
し
武
装
蜂
起
へ
の
参

　
加
を
無
．
条
件
で
禁
止
す
る
旨
の
決
議
を
行
な
っ
た
（
剛
．
写
ご
謎
。
欝
（
o
奔
）
㌧
唱
・
一
“
O
．

　
1
《
℃
a
O
戸
ヨ
馬
ご
駒
竃
O
や
謡
帥
ξ
δ
＝
舘
y
“
呂
「
》
－
自
備
δ
｛
◎
Q
戸
を
引
用
し
て
い
る
）
。

⑳
　
こ
れ
に
つ
い
て
は
野
。
＜
嵐
7
↓
ぎ
ミ
§
も
・
、
燗
恥
ミ
ぎ
：
こ
唱
や
さ
。
器
歯
。
。
O
が
詳

　
し
い
。

⑳
き
ミ
．
、
緊
留
ド

⑳
《
9
ξ
強
蓉
ヨ
．
§
州
皇
ヨ
。
霞
剛
巽
》
㌧
蓼
δ
（
ω
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Q
）
藁
O
詰
二
、
。
↓
論
δ
認
”
‘
∩
↓
ワ

　
ご
誕
a
諺
ω
o
ロ
（
＆
．
Y
唱
名
■
一
〇
〇
。
占
O
P

⑳
㌍
。
～
、
H
鼠
コ
、
§
馬
』
§
醤
§
ミ
ぎ
「
二
考
』
刈
？
ミ
①
…
調
p
ぎ
も
。
§
（
Φ
e
、
署
・

　
類
ω
i
嵩
野
ヴ
ォ
ル
ガ
・
ウ
ラ
ル
地
方
委
員
会
は
マ
イ
ス
キ
…
を
支
持
し
た
。
マ
ィ

　
ス
キ
ー
は
二
一
年
に
共
産
党
側
に
転
向
し
、
外
交
官
と
し
て
活
躍
し
た
。

⑳
℃
）
、
曾
拝
∩
弓
■
し
。
。
。
。
。
●
ほ
か
に
、
例
え
ば
望
診
も
。
濠
門
出
。
委
①
塁
℃
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差
：
二
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弓
・

　
ω
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暫
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O
刈
嚇
9
開
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。
9
霞
＝
鋤
．
ス
O
象
：
こ
身
ワ
ち
窃
乱
O
の
を
見
よ
。

⑳
　
和
田
山
祢
繍
判
「
ロ
シ
ア
革
命
に
関
す
る
考
霧
納
」
『
歴
史
学
研
究
』
五
一
三
号
、
　
一

　
九
八
三
年
二
月
、
六
…
七
頁
。

⑳
中
央
執
行
委
員
会
で
ボ
ク
ロ
フ
ス
キ
ー
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
「
中
央

　
執
行
委
員
会
は
何
よ
り
も
ま
ず
行
動
機
関
」
で
あ
り
、
　
門
現
在
こ
の
機
関
内
で
、

　
無
意
識
的
に
で
は
あ
る
が
客
観
的
に
は
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
権
の
敵
の
た
め
に
活
動
し

　
て
い
る
よ
う
な
分
子
〔
，
必
ソ
シ
ニ
ヴ
ィ
キ
〕
の
行
動
を
容
認
す
る
こ
と
は
、
包
囲

　
さ
れ
た
要
塞
で
敵
軍
の
将
校
を
容
認
す
る
こ
と
に
等
し
い
」
（
ξ
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↓
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6
き
剛
ω
㌣

　
o
①
二
塁
賊
岬
…
心
馬
o
o
8
［
出
し
。
欝
。
．
『
剛
争
心
器
）
。

（
㊥
　
↓
o
竃
藁
ρ
自
℃
．
A
b
⊇
把
ソ
ス
ノ
フ
ス
キ
ー
の
発
言
。

⑳
　
「
；
ヨ
巷
＝
0
9
肖
℃
o
弓
．
一
〇
。
．

⑳
　
戸
ン
♂
三
銭
帥
員
6
」
（
翻
。
コ
で
0
3
．
8
£
）
o
口
置
。
量
＝
o
舜
隅
δ
州
剛
6
↓
哨
曇
δ
壽
2
0
↓
？

　
炉
匿
じ
コ
O
O
O
罰
湯
量
。
ぢ
お
⑦
㊤
㌧
0
6
．
置
O
、
区
《
ア
レ
ー
シ
チ
ェ
ソ
コ
に
よ
れ

　
ば
、
代
議
員
九
〇
三
名
の
う
ち
、
コ
ム
ニ
ス
ト
と
そ
の
同
調
者
は
葺
二
七
名
、
メ

　
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
は
一
〇
四
名
、
エ
ス
エ
ル
は
九
六
名
【
で
あ
っ
た
（
［
、
開
．
㍗
ド
〉
』
o
葺
9

　
≡
（
9
≧
o
Ω
3
湾
【
（
謀
晒
岬
o
o
＝
コ
。
↓
笥
δ
豊
山
り
氏
ロ
門
「
●
該
‘
6
“
ρ
∩
↓
℃
■
◎
。
G
。
）
。
な
お
、

　
一
七
年
　
一
月
一
審
日
に
選
出
［
さ
れ
た
モ
ス
ク
ワ
布
ソ
ヴ
ィ
エ
ふ
の
執
行
晶
蓉
景
会

　
で
は
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
は
六
三
名
、
メ
ソ
シ
ェ
ヴ
ィ
出
、
は
一
〇
名
9
窪
｝
【
β

　
禽
℃
．
挿
Q
◎
）
。

⑳
　
三
跨
自
自
（
P
自
P
奏
Q
。
一
一
ω
P
H
農
占
ホ
．
ポ
テ
ー
ヒ
ン
に
よ
れ
ば
、
六
七
七
名

　
の
代
議
員
の
う
ち
、
メ
ソ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
は
三
四
名
、
メ
ソ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
同
調
覗
｝
豊

　
名
（
ン
♂
丁
凶
曾
コ
。
器
話
＝
■
＝
o
唱
切
監
岬
∩
o
じ
ご
雪
曇
。
器
↓
慧
。
剛
（
o
降
加
三
富
．
帥
麸
讐
【
凸
㍉
】
こ

　
目
Φ
①
ρ
∩
ぢ
．
①
㊤
）
。
な
お
し
d
巴
。
詮
甑
P
§
驚
ミ
讐
鋸
ぎ
匿
》
賄
：
こ
霞
）
■
卜
。
器
凸
心
O
は
、

　
ソ
連
人
研
究
者
と
は
異
な
る
観
点
か
ら
、
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
市
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
選
挙

　
と
そ
の
結
果
を
分
析
し
て
い
る
。

⑳
　
鵠
二
合
ω
o
隣
（
①
α
■
）
㌧
℃
．
δ
鳴
を
も
見
よ
。

⑳
じ
」
δ
爵
貫
§
馬
§
ま
ぎ
ミ
む
恥
：
二
賢
℃
．
這
中
ミ
9

⑧
　
奪
ミ
‘
℃
や
欝
①
占
①
O
（
①
碧
Φ
o
貯
＝
望
や
一
室
ソ

⑫
　
こ
れ
に
つ
い
て
は
国
警
ヨ
ω
o
昌
（
o
色
．
Y
℃
℃
．
嵩
Φ
I
H
①
O
（
い
く
つ
か
の
資
料
に

　
基
づ
く
ダ
ー
リ
ン
の
推
測
）
を
見
よ
。

⑩
】
w
8
〈
ζ
p
§
恥
ミ
§
怨
馬
q
導
恥
：
重
態
噛
δ
7
ミ
O
…
国
選
濤
8
（
o
血
．
）
、
．
℃
ワ

　
一
廉
ム
ト
。
田
島
伊
棚
下
筍
b
。
讐
一
①
P
G
。
。
。
ご
〉
σ
窮
∋
。
≦
仲
。
7
℃
℃
」
鋒
山
O
α
．
資
料

　
集
と
し
て
3
ρ
浮
蜜
弓
雪
（
℃
①
油
口
【
（
↓
O
℃
，
O
O
O
↓
⇔
0
5
唱
．
【
↓
Φ
旨
7
）
．
嵩
露
華
塁
7
δ
。
唱
㌣

　
α
o
器
①
富
下
五
。
剛
窪
。
ζ
。
掃
O
蕊
『
o
麸
■
娼
ρ
二
3
δ
Q
。
H
が
出
て
い
る
。

⑱
o
ご
δ
＜
匡
ジ
『
ぎ
旨
§
慧
ミ
帖
漸
々
：
こ
箒
9
華
甲
卜
。
い
。
刈
．

⑯
9
。
司
9
§
開
ぴ
剛
ω
蓉
2
舘
肖
暮
…
幽
↓
。
8
ω
葛
ρ
6
↓
P
お
？
、
蕊
ρ
お
？
最
P
左

　
翼
エ
ス
ェ
ル
党
代
表
カ
レ
ー
リ
ン
の
発
言
。

⑯
じ
肇
8
≦
白
旦
§
馬
孚
§
浅
詮
ミ
む
物
：
こ
唱
■
駅
長
b
。
α
伊
留
㌣
b
。
鐸
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⑰
き
ミ
‘
毛
．
卜
。
謡
凸
。
。
O
・二

　
内
　
　
戦
　
　
期

⑱
　
Ω
簿
N
冨
び
や
一
。
。
樫
邦
訳
、
二
九
五
i
二
九
六
頁
。

　
一
八
年
後
半
に
は
、
内
戦
は
ロ
シ
ア
を
真
二
つ
に
引
き
裂
い
て
い
た
。
各
地
で
赤
軍
と
連
合
国
に
支
援
さ
れ
た
反
政
府
軍
と
が
激
突
し
て
い

た
。
両
者
の
聞
で
中
立
的
立
場
を
と
る
こ
と
な
ど
は
も
は
や
不
可
能
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
戦
争
に
疲
弊
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
ス
ト
と
反

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

乱
の
波
が
高
ま
り
始
め
て
い
た
。
そ
う
し
た
状
況
の
も
と
で
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
中
央
委
員
会
は
左
の
方
へ
の
軌
道
修
正
を
行
な
っ
て
い
っ

た
。
　
一
八
年
一
〇
月
一
七
－
一
＝
日
に
、
中
央
委
員
会
は
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
府
に
チ
ェ
カ
の
廃
止
と
政
治
的
経
済
的
チ
ロ
ル
の
停
止
を
要
求
し

な
が
ら
も
、
一
〇
月
革
命
が
「
歴
史
的
に
必
然
的
で
あ
っ
た
偏
こ
と
を
承
認
し
、
帝
国
主
義
的
干
渉
に
対
す
る
「
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
府
の
軍
事
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

動
の
直
接
的
支
持
扁
を
約
束
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
一
連
の
テ
ー
ゼ
を
公
表
し
た
が
、
さ
ら
に
進
ん
で
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
体
制
を
「
原
則
」

と
し
て
で
は
な
い
が
「
事
実
」
と
し
て
受
け
容
れ
、
「
自
己
の
闘
争
の
出
発
点
」
と
す
る
こ
と
、
憲
法
制
定
会
議
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
現
在
、

民
主
主
義
革
命
と
は
無
縁
の
公
然
た
る
反
革
命
の
「
旗
印
」
、
門
隠
れ
み
の
」
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
に
立
ち
、
憲
法
欄
定
議
会
の
要
求
を

　
　
　
　
　
　
　
③

当
面
撤
回
す
る
こ
と
な
ど
を
明
言
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
新
路
線
は
一
八
年
一
二
月
末
に
開
か
れ
た
党
協
議
会
で
公
式
に
承
認
さ
れ
た
。
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

路
線
を
認
め
な
い
リ
ー
ベ
ル
ら
右
派
は
、
党
内
で
の
活
動
を
禁
じ
ら
れ
、
地
下
に
潜
行
し
た
。

　
内
戦
に
お
い
て
孤
立
し
、
さ
ら
に
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
国
家
の
運
営
に
従
事
す
る
有
能
な
人
材
を
渇
望
し
て
い
た
共
産
党
は
こ
の
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ

党
の
路
線
変
更
を
一
応
歓
迎
し
、
一
一
月
三
〇
日
、
全
露
中
央
執
行
委
員
会
は
六
・
一
四
決
議
の
う
ち
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
に
関
す
る
部
分
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

（
依
然
と
し
て
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
…
と
同
盟
し
て
い
る
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
を
除
く
と
い
う
条
件
つ
き
で
）
無
効
と
し
た
。
即
ち
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
は
ソ
ヴ

ィ
エ
ト
へ
の
復
帰
を
許
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
因
み
に
六
・
一
四
決
議
が
エ
ス
エ
ル
党
に
関
し
て
も
条
件
つ
き
で
廃
止
さ
れ
る
の
は
一
九
年
二
月
一
九
日
の
こ
と
で
あ
る
が
、
実
際
に
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

に
該
当
し
た
の
は
、
共
産
党
側
に
歩
み
審
っ
て
一
八
年
一
〇
月
末
に
エ
ス
エ
ル
党
か
ら
離
脱
し
た
ヴ
ォ
リ
ス
キ
ー
ら
の
「
エ
ス
エ
ル
少
数
派
党
」
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メンシェヴィキ党とPシア共産党（尼川）

だ
け
で
あ
っ
た
。
エ
ス
エ
ル
党
指
導
部
は
、
一
八
年
一
一
月
中
旬
の
ウ
フ
ァ
執
政
府
内
で
の
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
提
督
の
ク
ー
デ
タ
ー
の
の
ち
は
、

ブ
ル
ジ
ョ
ア
・
地
主
勢
力
と
共
産
党
独
裁
の
双
方
と
闘
う
こ
と
を
基
本
戦
略
と
し
て
い
た
。
同
党
の
指
導
者
に
と
っ
て
、
共
産
党
は
歴
史
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

進
歩
的
な
勢
力
で
は
あ
り
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
へ
の
復
帰
を
許
さ
れ
た
の
ち
も
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
は
共
産
党
政
権
の
諸
政
策
に
対
す
る
批
判
を
や
め
よ
う
と
は
し
な
か
っ

た
。
共
産
党
と
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
と
の
懸
隔
は
依
然
と
し
て
大
き
か
っ
た
。
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
は
、
革
命
の
成
果
を
維
持
し
経
済
を
再
建

す
る
と
い
う
点
で
は
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
権
（
共
産
党
政
権
）
を
支
持
す
る
が
、
ロ
シ
ア
へ
の
社
会
主
義
の
即
時
導
入
に
は
反
対
し
続
け
、
一
八
年
夏

よ
り
実
施
さ
れ
て
い
た
、
の
ち
に
「
戦
時
共
産
主
義
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
経
済
政
策
体
系
を
批
判
し
、
官
僚
主
義
を
非
難
し
、
ソ
ヴ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

エ
ト
憲
法
の
枠
内
で
の
政
治
的
自
由
を
強
く
要
求
し
て
い
た
。

　
白
衛
派
と
の
激
闘
の
さ
な
か
に
あ
っ
た
共
産
党
に
は
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
主
張
と
行
動
は
許
し
難
い
も
の
に
見
え
た
。
特
に
メ
ン
シ
ェ
ヴ

ィ
キ
が
マ
ル
ク
ス
主
義
的
言
辞
を
用
い
、
労
働
者
階
級
の
代
弁
者
と
し
て
体
制
を
批
判
し
た
こ
と
は
、
共
産
党
を
苛
立
た
せ
た
で
あ
ろ
う
。
レ

ー
ニ
ン
は
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
お
よ
び
彼
ら
を
支
持
す
る
社
会
層
は
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
で
あ
る
と
き
め
つ
け
た
だ
け
で
な
く
、
し
ば
し
ぼ
「
資
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

主
義
の
手
先
・
従
僕
」
「
売
春
婦
」
門
詐
欺
師
」
「
社
会
主
義
の
最
も
悪
質
な
敵
扁
と
い
う
よ
う
な
極
め
て
刺
激
的
な
言
葉
を
用
い
て
、
メ
ン
シ

ェ
ヴ
ィ
キ
を
攻
撃
し
て
い
る
。
『
レ
ー
ニ
ン
全
集
』
に
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
彼
の
言
説
の
な
か
に
は
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
が
右
派
を
切
り

離
し
て
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
体
欄
の
方
へ
移
っ
て
き
た
こ
と
に
対
す
る
評
価
は
殆
ど
見
当
た
ら
な
い
。
彼
は
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
体
制
内
に
入
っ
た
メ
ン
シ
ェ

ヴ
ィ
キ
党
と
、
体
綱
外
の
、
例
え
ば
エ
ス
エ
ル
党
、
グ
ル
ジ
ア
の
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
な
ど
と
の
間
に
殆
ど
何
の
差
異
も
認
め
よ
う
と
し
な
か

　
⑪

つ
た
。

　
レ
ー
ニ
ン
は
、
個
々
の
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
員
が
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
府
に
批
判
的
な
政
治
活
動
を
完
全
に
や
め
て
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
諸
機
関
（
政
府

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

諸
機
関
）
内
部
で
の
「
実
務
」
に
専
念
す
る
こ
と
に
期
待
を
か
け
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
一
八
年
＝
月
二
七
臼
、
即
ち
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党

の
合
法
化
の
三
日
前
、
レ
ー
ニ
ン
は
モ
ス
ク
ワ
党
活
動
家
会
議
で
「
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
派
に
対
す
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
態
度
」
に
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つ
い
て
演
説
し
、
そ
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
現
在
で
は
、
実
際
上
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
お
よ
び
エ
ス
エ
ル
党
と
協
調
す
る

可
能
性
が
少
し
で
も
あ
る
と
は
私
は
考
え
な
い
」
が
、
「
わ
が
国
で
は
、
扇
動
家
に
は
滅
多
に
こ
と
欠
か
な
い
け
れ
ど
も
、
実
地
の
指
導
者
、

組
織
者
に
は
甚
だ
し
く
こ
と
欠
い
て
い
る
」
の
で
、
「
沢
山
の
仕
事
を
す
る
能
力
を
も
っ
て
い
る
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
を
つ
か
ま
え
」
る
必
要
が
あ

る
。
彼
ら
に
は
次
の
よ
う
に
い
お
う
。
「
我
々
の
与
え
る
課
題
を
遂
行
し
給
え
。
も
し
諸
君
が
そ
れ
を
し
な
い
な
ら
、
我
々
の
手
に
は
非
常
委

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

員
会
〔
チ
ェ
カ
〕
の
全
機
構
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
給
え
」
と
。

　
実
際
、
ヒ
ン
チ
ェ
ー
ク
、
マ
ル
ト
ゥ
イ
ノ
ブ
な
ど
の
著
名
な
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
員
が
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
諸
機
関
内
部
で
活
動
す
る
道
を
選
ん
だ

（
彼
ら
の
多
く
は
の
ち
に
共
産
党
員
に
な
っ
た
）
。
ダ
ン
と
マ
ー
ル
ト
フ
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
ラ
ー
リ
ン
と
ラ
デ
ッ
ク
か
ら
最
高
国
民
経
済
会
議
の
副
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

長
な
ど
と
し
て
働
く
よ
う
非
公
式
の
誘
い
が
あ
っ
た
。
政
治
的
批
判
の
自
由
に
固
執
す
る
ダ
ソ
と
マ
ー
ル
ト
フ
は
こ
れ
を
断
っ
た
。

　
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
政
治
活
動
の
な
か
で
最
も
嫌
疑
を
受
け
た
の
は
ス
ト
扇
動
で
あ
る
。
当
時
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
府
が
ス
ト
扇
動
を
重
大
な

犯
罪
と
見
な
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
し
か
し
、
合
法
化
後
の
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
に
よ
る
労
働
者
ス
上
扇
動
に
つ
い

て
は
・
ス
ザ
リ
ン
ら
に
よ
・
て
し
き
り
に
強
調
さ
れ
て
い
る
撫
そ
れ
に
つ
い
て
の
詳
細
な
説
明
は
全
姦
さ
れ
て
お
ら
ず
・
典
拠
も
記
さ

れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
レ
ー
ニ
ン
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
反
革
命
と
の
闘
争
の
さ
な
か
に
共
産
党
を
批
判
し
、
特
に
そ
れ
を
印
影
物
の
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

か
で
公
表
す
る
と
い
う
行
為
自
体
が
、
労
働
老
の
ス
ト
を
引
き
起
こ
し
か
ね
な
い
も
の
と
し
て
嵩
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
内
戦
が
激
化
す
る
に
つ
れ
て
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
に
弾
圧
が
加
え
ら
れ
た
。
即
ち
、
党
中
央
委
員
や
労
働
組
合
幹
部
を
含
む
党
員
の
逮
捕
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

拘
置
、
釈
放
の
繰
り
返
し
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
選
挙
へ
の
参
加
に
対
す
る
妨
害
、
新
聞
の
発
刊
停
止
、
等
で
あ
る
。
ダ
ン
は
、
の
ち
に
、
こ
の
「
迫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

害
政
策
」
は
「
概
し
て
首
尾
一
貫
し
た
も
の
で
は
な
く
、
弾
力
性
を
欠
い
た
も
の
で
も
な
か
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
弱
体

な
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
の
活
動
に
か
な
り
の
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
た
よ
う
で
あ
る
。
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
を
特
に
憤
激
さ
せ
た
の
は
、
諸
ソ
ヴ
ィ
エ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

ト
の
選
挙
の
直
前
に
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
を
大
量
逮
捕
す
る
と
い
う
当
局
の
や
り
方
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
共
産
党
の
側
か
ら
冷
た
く
あ
し
ら
わ
れ
、
　
「
半
合
法
的
存
在
」
に
さ
れ
な
が
ら
も
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
指
遵
部
は
、
新
路
線
の
基
礎
と
な
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る
「
過
渡
期
」
理
論
i
ロ
シ
ア
は
い
ま
だ
社
会
主
義
の
段
階
に
は
な
い
が
、
社
会
主
義
へ
の
移
行
は
、
勤
労
階
級
（
勤
労
農
民
を
含
む
）
の
権

力
、
即
ち
民
主
主
義
を
基
礎
と
す
る
全
社
会
主
義
党
派
の
連
立
政
府
の
も
と
で
の
漸
進
的
な
進
化
の
過
程
と
し
て
も
可
能
で
あ
る
と
い
う
理
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

－
を
リ
フ
ァ
イ
ン
し
て
い
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

　
一
九
年
七
月
一
二
日
に
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
中
央
委
員
会
が
「
す
べ
て
の
男
女
労
働
者
に
む
け
て
」
公
表
し
た
『
何
を
な
す
べ
き
か
』
は
、

党
の
綱
領
的
文
書
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
文
で
始
ま
っ
て
い
る
。

　
「
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
、
デ
ニ
ー
キ
ン
、
ユ
デ
口
回
チ
、
連
合
国
の
帝
国
主
義
者
た
ち
」
と
い
う
「
外
部
の
敵
」
と
「
飢
餓
、
品
不
足
、
燃
料
の

欠
乏
、
あ
ら
ゆ
る
製
贔
の
価
格
の
恐
る
べ
き
騰
貴
、
労
働
者
大
衆
の
絶
望
と
ア
パ
シ
ー
、
都
市
の
貧
民
と
農
民
の
憤
激
」
と
い
う
「
内
部
の
危

難
扁
か
ら
ロ
シ
ア
革
命
を
救
う
に
は
何
を
な
す
べ
き
か
。
反
革
命
軍
か
ら
自
己
を
守
る
た
め
に
は
、
経
済
政
策
を
根
本
的
に
変
更
し
、
軍
隊
へ

の
食
糧
補
給
と
軍
隊
の
輸
送
、
ま
た
闘
争
へ
の
労
働
者
と
農
民
の
積
極
的
参
加
を
阻
害
し
て
い
る
「
経
済
崩
壊
の
プ
ロ
セ
ス
と
勤
労
者
の
状
態

の
悪
化
」
を
食
い
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
同
時
に
、
「
軍
事
的
課
題
」
と
「
経
済
的
課
題
」
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
「
政
治
問
題
」
を
正
し
く
提
起
し
解
決
す
る
必
要
が
あ
る
。
現
体

制
下
で
は
全
権
力
は
、
全
住
民
の
少
数
部
分
を
組
織
し
、
無
権
利
の
状
態
に
置
か
れ
て
い
る
大
衆
の
側
か
ら
の
い
か
な
る
真
の
統
制
も
な
い
ま

ま
統
治
し
、
広
範
な
チ
ロ
ル
に
頼
っ
て
い
る
単
一
の
党
の
手
中
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
体
制
は
軍
事
防
衛
問
題
を
十
分
解
決
す
る
こ
と
も
、
国

家
の
崩
壌
と
首
尾
よ
く
闘
う
こ
と
も
で
き
な
い
。
こ
の
体
制
は
、
地
方
で
は
革
命
に
取
り
入
っ
た
出
世
主
義
者
の
支
配
と
少
数
の
労
農
グ
ル
ー

プ
の
特
権
を
創
出
し
た
。
彼
ら
は
他
の
労
働
者
と
農
民
を
「
無
権
利
な
家
臣
」
の
よ
う
に
見
始
め
て
い
る
。
こ
の
体
制
は
全
機
関
を
、
人
の
能

力
よ
り
は
従
順
さ
を
評
価
す
る
無
能
な
官
僚
で
み
た
し
て
い
る
。

　
第
｝
に
解
決
す
べ
き
は
「
軍
事
的
課
題
」
で
あ
る
。
「
勤
労
者
の
権
力
と
革
命
の
獲
得
物
」
の
保
持
、
食
糧
と
原
料
の
獲
得
、
連
合
国
の
封

鎖
の
解
除
の
た
め
に
、
総
力
を
あ
げ
て
反
革
命
の
大
軍
を
撃
退
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
い
。
反
革
命

軍
が
農
民
や
労
働
者
や
コ
サ
ッ
ク
を
糾
合
し
て
再
び
攻
撃
を
し
か
け
て
く
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
衆
の
多
く
は
政

95　（597）



治
参
加
の
機
会
を
奪
わ
れ
て
い
る
。
ロ
シ
ア
の
経
済
崩
壊
と
労
働
者
階
級
の
状
態
の
悪
化
を
阻
止
し
、
労
農
同
盟
を
復
興
さ
せ
、
大
衆
の
革
命

へ
の
信
頼
を
回
復
さ
せ
、
革
命
ロ
シ
ア
の
戦
闘
能
力
を
高
め
、
反
革
命
に
対
し
勝
利
を
収
め
、
内
戦
の
終
結
に
導
く
で
あ
ろ
う
、
次
の
一
連
の

措
置
を
意
識
あ
る
労
働
者
に
提
案
す
る
。

　
「
経
済
の
分
野
」
で
は
、

　
の
「
農
民
に
対
し
、
彼
ら
が
革
命
期
に
奪
取
し
分
配
し
た
す
べ
て
の
地
主
所
有
地
お
よ
び
国
有
地
を
、
彼
ら
が
自
由
に
定
め
た
集
団
的
ま
た

は
個
人
的
方
法
で
確
保
さ
せ
る
」
。
現
在
模
範
的
な
大
規
模
経
営
が
可
能
な
土
地
を
除
き
、
そ
の
他
の
ま
だ
分
配
さ
れ
て
い
な
い
土
地
を
、
そ

れ
を
必
要
と
す
る
農
民
や
農
民
協
同
組
合
に
長
期
賃
貸
す
る
。
一
切
の
貧
農
委
員
会
を
完
全
に
廃
止
し
、
公
然
隠
然
の
農
業
コ
ム
ー
ナ
の
強
制

的
設
置
を
や
め
、
国
家
が
有
す
る
農
具
と
種
子
を
コ
ム
ー
ナ
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
必
要
と
す
る
農
民
に
も
公
平
に
分
配
す
る
。

　
⇔
食
糧
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
国
家
は
「
合
意
価
格
に
よ
り
、
ま
た
広
範
な
直
接
的
商
品
交
換
を
適
用
し
て
」
穀
物
を
買
い
上
げ
る
。
穀

物
は
都
市
と
農
村
の
貧
民
に
は
安
く
売
ら
れ
、
差
額
は
国
家
が
支
払
う
。
国
家
は
穀
物
購
入
を
「
自
己
の
代
理
人
、
協
同
組
合
お
よ
び
私
的
商

人
を
通
じ
て
」
行
な
う
。
富
裕
な
農
民
の
余
剰
穀
物
の
一
定
部
分
は
生
産
原
価
に
よ
り
徴
集
さ
れ
る
。
そ
の
分
量
は
「
自
由
に
選
出
さ
れ
た
地

方
農
民
代
表
の
参
加
の
も
と
で
」
定
め
ら
れ
る
。
「
す
べ
て
の
闇
食
糧
買
出
取
締
部
隊
は
廃
止
さ
れ
る
」
。

　
⇔
基
本
的
な
大
工
業
企
業
は
「
国
家
の
手
に
保
持
さ
れ
る
」
が
、
生
産
の
改
善
が
見
込
ま
れ
る
場
合
に
は
、
「
国
家
資
本
と
私
的
資
本
の
結

合
、
国
家
の
統
制
下
で
の
強
制
ト
ラ
ス
ト
化
」
に
よ
っ
て
、
ま
た
特
別
の
場
合
に
は
「
利
権
方
式
」
に
基
づ
い
て
私
的
資
本
が
適
用
さ
れ
る
。

他
の
大
工
業
施
設
は
、
特
別
の
も
の
を
除
き
、
生
産
の
復
興
と
組
織
化
を
義
務
づ
け
ら
れ
た
協
同
組
合
や
企
業
家
に
貸
し
出
さ
れ
、
原
則
と
し

て
漸
次
私
営
化
さ
れ
る
。

　
⑳
「
小
工
業
の
国
有
化
は
完
全
に
廃
止
さ
れ
る
」
。

　
㈲
国
家
は
「
協
同
組
合
と
私
的
商
業
機
関
」
を
引
き
入
れ
つ
つ
、
最
も
重
要
な
大
衆
的
日
用
品
を
地
域
間
で
計
画
的
に
配
分
す
る
。

　
因
～
㈹
（
略
）
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㈹
「
労
働
組
合
は
調
整
に
参
加
す
る
機
関
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
そ
し
て
ま
ず
第
一
に
国
家
と
私
的
企
業
家
に
対
す
る
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
ー
ト
の
利
益
代
表
機
関
で
あ
る
。
後
者
の
活
動
に
お
い
て
は
労
働
組
合
は
国
家
諸
機
関
か
ら
完
全
に
独
立
す
る
」
。

　
⇔
園
家
的
企
業
に
お
け
る
賃
金
率
を
引
き
上
げ
、
私
的
企
業
で
の
最
低
賃
金
を
定
め
る
。

　
口
協
同
組
合
は
、
任
命
等
の
干
渉
を
受
け
ぬ
自
治
組
織
と
し
て
保
持
さ
れ
る
。
協
同
組
合
に
は
出
版
等
の
文
化
活
動
の
権
利
が
確
保
さ
れ
る
。

　
「
政
治
の
分
野
」
で
は
、

　
e
「
す
べ
て
の
男
女
勤
労
者
を
加
え
て
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
選
挙
権
を
拡
大
す
る
。
秘
密
投
票
、
口
頭
お
よ
び
印
刷
物
で
の
扇
動
を
保
障
さ
れ
た
、

全
勤
労
者
の
た
め
の
、
都
市
と
農
村
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
自
由
選
挙
を
行
な
う
」
。
　
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
と
執
行
委
員
会
の
正
確
な
定
期
的
改
選
を
行
な

う
。
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
は
政
治
的
理
由
に
よ
っ
て
個
々
の
代
議
員
お
よ
び
グ
ル
；
プ
全
体
を
自
己
の
内
部
か
ら
除
名
す
る
権
利
を
も
た
な
い
。
す
べ

て
の
公
務
員
と
公
的
機
関
は
、
地
方
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
と
中
央
執
行
委
員
会
に
服
従
す
る
。

　
⇔
「
最
高
立
法
・
管
理
機
関
と
し
て
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
中
央
執
行
委
員
会
」
の
活
動
を
復
興
さ
せ
る
。
そ
れ
が
審
議
、
採
択
し
な
い
法
律
は
効

力
を
有
し
な
い
。

　
⇔
「
出
版
・
集
会
・
結
社
の
自
由
を
復
興
す
る
。
勤
労
者
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
各
政
党
は
、
集
会
場
、
紙
、
印
刷
所
、
等
を
利
用
す
る
機

会
と
権
利
を
与
え
ら
れ
る
」
。
「
反
革
命
と
の
軍
事
的
闘
争
に
よ
る
こ
の
分
野
で
の
制
限
」
は
、
法
的
に
定
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
⑳
革
命
裁
判
所
を
再
組
織
し
、
「
支
配
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
テ
μ
ル
」
、
死
刑
、
非
常
委
員
会
を
廃
止
す
る
。

　
㈲
「
す
べ
て
の
党
機
関
お
よ
び
細
胞
か
ら
国
家
権
力
機
関
の
あ
ら
ゆ
る
権
能
を
剥
奪
し
、
党
員
か
ら
あ
ら
ゆ
る
物
質
的
特
権
を
剥
奪
す
る
」
。

　
因
地
方
自
治
を
発
達
さ
せ
て
宮
僚
機
構
を
簡
素
化
す
る
。

　
㈹
可
及
的
速
や
か
に
内
戦
を
停
止
し
、
民
族
自
決
に
基
づ
く
国
家
的
統
一
の
再
建
の
た
め
、
ロ
シ
ア
か
ら
引
き
離
さ
れ
た
民
族
に
対
し
協
調

政
策
を
と
る
。
コ
サ
ッ
ク
の
諸
地
域
と
シ
ベ
リ
ア
に
自
治
を
与
え
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
独
立
を
認
め
る
。

　
最
後
に
、
堅
圃
な
革
命
的
統
一
戦
線
（
共
産
党
と
エ
ス
エ
ル
党
を
含
む
）
を
形
成
し
、
上
述
の
措
置
を
実
施
し
て
、
ロ
シ
ア
革
命
を
内
外
の
敵
、
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「
反
革
命
」
と
「
飢
餓
の
骨
張
っ
た
手
」
か
ら
救
お
う
、
と
い
う
呼
び
か
け
で
、
こ
の
文
書
は
終
っ
て
い
る
。

　
こ
の
『
何
を
な
す
べ
き
か
』
に
つ
い
て
は
、
レ
ー
ニ
ン
は
著
述
や
演
説
の
な
か
で
一
切
雷
及
し
て
い
な
い
。
ソ
連
の
比
較
的
詳
し
い
研
究
書

の
な
か
に
は
こ
の
文
書
に
い
く
ら
か
言
及
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
が
、
こ
の
文
書
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
諸
方
策
が
実
施
さ
れ
た
な
ら
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
独
裁
は
崩
壊
し
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
地
主
の
権
力
が
復
活
し
た
で
あ
ろ
う
と
の
評
言
を
加
え
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
。

一
九
八
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
伊
シ
ア
の
非
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
政
党
』
は
、
さ
ら
に
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
は
「
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
社
会
に
お
け
る
ポ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
の
指
導
的
役
割
を
否
定
し
た
」
と
い
う
こ
と
を
特
に
指
摘
し
て
い
る
。

　
『
何
を
な
す
べ
き
か
』
の
な
か
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
諸
方
策
が
実
施
さ
れ
た
な
ら
ば
、
確
か
に
共
産
党
の
一
党
支
配
体
制
と
し
て
の
「
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
独
裁
」
は
「
戦
時
共
産
主
義
」
的
経
済
政
策
と
共
に
崩
壊
し
た
で
あ
ろ
う
し
、
資
本
主
義
的
要
素
が
か
な
り
の
程
度
に
復
活

し
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
睡
地
主
権
力
は
そ
う
簡
単
に
復
活
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
憲
法
制
定
議
会
選
挙
で
の
カ
デ
ッ
ト
党
の
得

票
に
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
に
は
大
衆
的
支
持
は
な
か
っ
た
。
大
地
主
の
復
帰
な
ど
、
果
し
て
ど
れ
ほ
ど
の
農
民
が
望

ん
で
い
た
の
か
。
エ
ス
エ
ル
党
多
数
派
に
し
て
も
、
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
の
ク
ー
デ
タ
ー
後
の
こ
の
時
点
で
は
、
共
産
党
独
裁
政
権
と
そ
の
政
策
に

激
し
い
敵
意
を
も
っ
て
い
た
と
は
い
え
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ー
地
主
勢
力
に
も
公
然
と
対
抗
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
連
合
国
の
帝
国
主
義
勢
力
に
し

て
も
、
も
し
ロ
シ
ア
で
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
が
構
想
し
て
い
た
よ
う
な
体
調
が
成
立
し
て
い
た
な
ら
ば
、
干
渉
の
大
義
名
分
を
大
い
に
失
っ
た
で

あ
ろ
う
。
ソ
連
史
学
の
主
張
に
は
再
検
討
の
余
地
が
あ
り
は
し
な
い
か
。

　
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
独
裁
」
と
い
う
語
に
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
ロ
シ
ア
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
即
ち
労
働
者
階
級
は
崩
壊
に
瀕

し
て
い
た
（
我
々
は
、
こ
れ
が
共
産
党
の
政
策
と
無
関
係
だ
と
は
思
わ
な
い
の
だ
が
）
。
こ
の
当
時
の
レ
ー
ニ
ン
ら
の
い
う
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
独

裁
」
は
、
「
実
質
的
に
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
組
織
さ
れ
た
、
自
覚
し
た
少
数
者
の
独
裁
」
で
あ
っ
た
。
一
九
年
七
月
末
、
レ
ー
ニ
ン
は
一

党
の
独
裁
を
非
難
す
る
人
々
に
対
し
、
「
そ
の
と
お
り
、
一
党
の
独
裁
だ
！
　
我
々
は
一
党
の
独
裁
の
う
え
に
立
っ
て
い
る
し
、
こ
の
基
盤
か

ら
離
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
党
は
、
数
十
年
の
間
に
全
工
揚
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
、
産
業
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
前
衛
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⑳

と
い
う
地
位
を
か
ち
え
た
党
だ
か
ら
で
あ
る
」
と
応
答
し
て
い
る
。
翌
年
の
末
、
彼
は
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
一
人
残
ら
ず
の
組
織
化
が
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
独
裁
を
直
接
に
実
現
す
る
こ
と
は
不
可
能
」
で
あ
り
、
「
独
裁
を
実
現
で
き
る
の
は
、
階
級
の
革
命
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
吸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

収
し
た
前
衛
だ
け
で
あ
る
」
〔
た
だ
し
、
若
干
の
「
伝
導
装
置
」
を
通
じ
て
独
裁
を
実
現
す
る
〕
と
述
べ
て
い
る
。
二
三
年
の
第
一
二
回
党
大
会
（
レ
ー

ニ
ン
は
不
参
加
）
の
決
議
は
、
「
労
働
者
階
級
の
独
裁
は
、
そ
の
前
衛
、
即
ち
共
産
党
の
独
裁
と
い
う
形
態
以
外
に
は
確
保
さ
れ
え
な
い
」
と
宣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

議
し
た
。
の
ち
に
ス
タ
ー
リ
ン
は
、
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
独
裁
は
、
実
質
的
に
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
前
衛
の
『
独
裁
』
で
あ
り
、
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
濁

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
基
本
的
な
指
導
力
と
し
て
の
、
彼
ら
の
党
の
『
独
裁
』
で
あ
る
と
い
っ
て
さ
し
つ
か
え
な
い
で
あ
ろ
う
」
（
強
調
は
ス
タ
ー

リ
ン
）
と
、
ま
た
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
独
裁
は
、
一
つ
の
党
、
即
ち
共
産
党
に
指
導
さ
れ
る
場
合
に
、
初
め
て
完
全
な
も
の
と
な
り
う
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

こ
の
党
は
、
他
の
諸
政
党
と
指
導
権
を
分
か
た
な
い
し
、
ま
た
分
か
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
言
明
し
た
。

　
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
後
、
ソ
連
史
学
は
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
独
裁
」
と
「
共
産
党
一
党
の
独
裁
」
と
を
同
一
視
し
、
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー

ト
の
独
裁
」
の
も
と
で
の
他
党
の
存
在
を
頭
か
ら
否
定
す
る
よ
う
な
立
場
か
ら
は
離
れ
た
。
し
か
し
、
「
共
産
党
の
指
導
的
役
割
を
認
め
る
こ

と
」
が
、
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
独
裁
」
下
で
の
共
産
党
以
外
の
政
党
の
存
在
の
条
件
で
あ
る
と
い
う
線
は
譲
っ
て
い
な
い
。
確
か
に
、
そ

の
よ
う
な
条
件
を
も
ち
出
す
な
ら
ば
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
が
そ
れ
に
完
全
に
合
致
し
て
は
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
同
党
が
原
則

上
「
共
産
党
の
指
導
的
役
割
」
を
承
認
し
て
い
た
よ
う
に
は
見
え
な
い
。
同
党
は
反
革
命
に
対
し
て
共
産
党
体
制
を
支
持
し
な
が
ら
も
、
そ
の

諸
政
策
に
重
大
な
危
険
性
を
見
て
い
た
。
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
は
、
で
き
う
る
な
ら
ば
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
憲
法
の
枠
内
で
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
選
挙
を

通
じ
て
共
産
党
と
自
由
に
競
い
合
う
こ
と
を
望
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
（
も
っ
と
も
、
こ
の
一
九
年
の
時
点
で
は
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
の
強
調
点
は
、

む
し
ろ
、
反
革
命
に
対
抗
す
る
統
一
戦
線
の
形
成
に
置
か
れ
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
の
だ
が
）
。
共
産
党
は
そ
れ
を
認
め
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
当
時
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
社
会
主
義
へ
の
移
行
と
い
う
認
識
の
う
え
に
立
っ
て
、
『
何
を
な
す
べ
き
か
』
で

挙
げ
ら
れ
て
い
る
諸
方
策
を
提
示
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
、
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
一
八
年
一
一
月
に
勃
発
し
た
ド
イ
ツ
革
命
は
、
ロ
シ
ア
の
マ
ル
ク
ス
主
義
者
た
ち
を
狂
喜
さ
せ
た
が
、
社
会
主
義
革
命
と
し
て
は
挫
折
し
た
。
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し
か
し
、
こ
の
の
ち
、
ド
イ
ツ
に
つ
い
て
の
正
確
な
情
報
を
得
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
ロ
シ
ア
共
産
党
は
、
ロ
シ
ア
革
命
の
経
験
を
ド
イ
ツ

に
投
影
し
つ
つ
、
あ
ら
た
な
革
命
の
大
波
が
ド
イ
ツ
に
訪
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
予
想
し
て
い
た
。
ド
イ
ツ
に
お
け
る
社
会
主
義
革
命
の
展
望

に
つ
い
て
の
疑
念
が
、
レ
ー
ニ
ン
や
ト
ロ
ツ
キ
ー
な
ど
共
産
党
指
導
者
た
ち
の
胸
を
よ
ぎ
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う

な
疑
念
が
、
ド
イ
ツ
、
そ
し
て
西
欧
は
社
会
主
義
革
命
の
間
際
に
あ
る
と
い
う
、
熱
い
期
待
と
予
想
を
圧
倒
す
る
の
は
、
ま
だ
先
の
こ
と
で
あ

　
⑳

つ
た
。

　
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
も
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
社
会
主
義
に
至
る
転
換
期
に
入
っ
た
と
信
じ
て
い
た
。
コ
ム
ニ
ス
ト
が
、
ド
イ
ツ
革
命
は
先
達

た
る
ロ
シ
ア
革
命
の
コ
ー
ス
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
辿
る
で
あ
ろ
う
と
期
待
し
て
い
た
の
に
対
し
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
方
は
、
世
界
革
命
運

動
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
が
ド
イ
ツ
に
移
り
、
社
会
主
義
の
概
念
に
つ
い
て
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
と
基
本
的
見
解
を
同
じ
く
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
ド
イ
ツ

革
命
の
指
導
者
た
ち
の
も
と
で
形
成
さ
れ
る
ド
イ
ツ
・
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
国
家
が
、
　
ロ
シ
ア
の
コ
ム
ニ
ス
ト
の
「
行
き
過
ぎ
」
、
社
会
主
義
の
歪

曲
を
正
し
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
待
望
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
相
違
は
あ
っ
た
が
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
も
ま
た
前
方
に
あ
ら
た
な
地
平

が
開
け
る
の
を
感
じ
て
行
動
を
起
こ
し
た
の
で
あ
る
。
一
九
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
は
第
ニ
イ
ン
内
旨
と
絶
縁
し
、
ド

イ
ツ
独
立
社
会
民
主
党
、
フ
ラ
ン
ス
社
会
党
な
ど
と
共
に
、
「
日
和
見
主
義
的
な
」
第
ニ
イ
ン
タ
ー
と
も
、
「
セ
ク
ト
主
義
的
な
」
第
三
イ
ン
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

i
（
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
）
と
も
異
な
る
新
イ
ン
タ
ー
の
結
成
を
め
ざ
し
た
。
こ
の
新
イ
ン
タ
ー
は
二
一
年
二
月
末
に
結
成
さ
れ
た
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

革
命
運
動
の
退
潮
の
な
か
で
二
年
後
に
は
消
え
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
革
命
勃
発
後
の
か
な
り
の
期
間
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ

キ
は
、
世
界
が
社
会
主
義
へ
の
過
渡
期
に
入
っ
た
と
信
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
『
何
を
な
す
べ
き
か
』
で
提
案
さ
れ
て
い
る
諸
方
策
は
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

文
脈
の
な
か
で
捉
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
一
九
年
宋
に
は
、
マ
ー
ル
ト
フ
は
「
少
数
者
の
独
裁
」
の
不
可
避
性
す
ら
承
認
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
西
欧
で
の
革
命
運
動
の
状
況
が
具
体

的
に
明
ら
か
に
な
る
に
つ
れ
て
、
マ
ー
ル
ト
フ
は
ロ
シ
ア
で
の
革
命
の
展
開
過
程
が
西
欧
で
も
繰
り
煮
え
さ
れ
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

経
済
は
極
度
に
疲
弊
し
、
勤
労
者
の
一
部
は
ま
だ
軍
隊
に
い
て
生
産
か
ら
引
き
離
さ
れ
て
お
り
、
「
階
級
闘
争
の
学
校
を
通
過
し
て
い
な
い
」
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新
大
衆
が
工
業
を
み
た
し
て
い
る
。
革
命
運
動
で
積
極
的
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
の
は
、
単
　
の
階
級
的
利
害
に
よ
っ
て
緊
密
に
結
合
さ
れ
て

い
な
い
大
衆
を
代
表
し
て
い
る
、
解
体
し
つ
つ
あ
る
軍
隊
の
兵
士
た
ち
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
で
一
九
年
末
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
状
況
は
一
七
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

の
ロ
シ
ア
に
似
て
い
る
、
と
マ
ー
ル
ト
フ
は
見
る
の
で
あ
る
。

　
一
九
年
一
二
月
に
は
、
彼
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
「
内
戦
の
局
面
に
入
り
つ
つ
あ
る
階
級
闘
争
に
お
い
て
は
、
…
…
大
衆
の
意
識
に

先
ん
じ
た
、
革
命
的
階
級
の
前
衛
が
、
革
命
的
少
数
着
の
独
裁
の
形
態
で
国
家
権
力
を
実
現
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
時
が
来
ざ
る
を
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

な
い
。
愚
鈍
な
空
論
の
み
が
、
こ
の
よ
う
な
展
望
を
拒
み
う
る
で
あ
ろ
う
」
と
。

　
し
か
し
、
マ
ー
ル
ト
フ
の
い
う
「
革
命
的
少
数
者
の
独
裁
」
は
、
コ
ム
ニ
ス
ト
が
現
に
行
な
っ
て
い
る
独
裁
を
意
味
し
て
は
い
な
か
っ
た
。

「
全
問
題
は
、
ど
の
革
命
に
お
い
て
も
一
時
約
に
不
可
避
で
あ
る
こ
の
少
数
者
の
独
裁
を
ど
の
よ
う
に
実
現
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ

れ
を
社
会
の
長
期
的
な
状
態
に
転
化
す
る
こ
と
を
保
障
す
る
諸
機
構
の
網
を
強
化
し
た
り
創
出
し
た
り
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
の
か
、
そ
れ

と
も
そ
れ
を
可
及
的
速
や
か
に
革
命
的
階
級
な
い
し
革
命
的
諸
階
級
全
体
の
自
主
活
動
と
自
主
管
理
に
代
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
の
か
」
。

無
論
、
前
者
が
「
コ
ム
ニ
ス
ト
の
方
法
」
で
あ
り
、
後
者
こ
そ
が
「
革
命
的
マ
ル
ク
ス
主
義
者
の
方
法
」
で
あ
る
、
と
マ
ー
ル
ト
フ
は
い
う
の

　
　
⑲

で
あ
る
。
コ
ム
ニ
ス
ト
と
の
相
違
を
際
立
た
せ
な
が
ら
も
、
マ
ー
ル
ト
フ
は
、
こ
の
よ
う
に
「
革
命
的
少
数
者
の
独
裁
」
の
不
可
避
性
を
認
め

る
と
こ
ろ
ま
で
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
二
〇
年
四
月
に
開
催
さ
れ
た
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
協
議
会
の
、
恐
ら
く
マ
ー
ル
ト
フ
に
よ
っ
て
起
草
さ
れ
た
一
決
議
「
世
界
社
会
主
義
革
命

と
社
会
民
主
党
〔
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
〕
の
任
務
」
に
は
、
「
革
命
的
少
数
者
の
独
裁
」
の
思
想
は
明
確
に
は
現
わ
れ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
こ
の

決
議
は
、
「
支
配
の
軍
事
的
物
質
的
手
段
を
有
し
て
い
る
支
配
的
資
本
家
的
少
数
者
は
、
勤
労
者
の
手
中
へ
の
国
家
権
力
の
移
行
に
抵
抗
す
る

で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
政
治
革
命
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
の
国
家
諸
機
構
の
枠
内
で
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
合
法
的
闘
争
の
手
段
に
よ
っ
て

は
完
遂
さ
れ
え
な
い
。
従
っ
て
、
権
力
な
き
多
数
者
が
、
権
力
を
も
つ
少
数
者
を
力
で
打
倒
す
る
準
備
と
能
力
が
、
社
会
革
命
の
必
須
条
件
な

の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
ロ
シ
ア
の
よ
う
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
が
少
数
で
あ
る
国
々
に
お
け
る
当
面
の
目
標
は
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
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と
他
の
勤
労
諸
階
級
に
よ
る
権
力
の
分
割
」
で
あ
り
、
　
そ
の
際
、
「
指
導
的
役
割
」
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
確
保
さ
れ
る
（
こ
こ
で
「
華
命
的

少
数
者
の
独
裁
」
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
）
。
そ
し
て
、
「
こ
の
権
力
の
分
割
は
、
今
後
の
国
際
的
規
模
で
の
経
済
的
発
展
が
こ
れ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
国
々
で
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
独
裁
の
前
提
を
つ
く
り
出
す
ま
で
の
過
渡
的
歴
史
的
時
期
の
内
容
を
な
す
」
の
で
あ
っ
た
。

　
二
〇
年
四
月
の
時
点
で
は
、
世
界
が
社
会
主
義
へ
の
移
行
の
中
間
期
に
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
ロ
シ
ア
も
漸
進
的
に
で
は
あ
れ
社
会
主
義
へ
の
移

行
を
展
望
し
う
る
と
い
う
マ
ー
ル
ト
フ
の
考
え
に
は
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
内
で
も
強
力
な
反
対
論
が
あ
り
、
ま
た
、
マ
ー
ル
ト
フ
自
身
も
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

年
末
ま
で
に
は
西
欧
革
命
の
進
展
に
つ
い
て
か
な
り
悲
観
的
な
見
解
を
抱
く
よ
う
に
な
る
。
と
は
い
え
、
一
八
年
末
以
降
の
か
な
り
の
蒔
期
、

世
界
は
社
会
主
義
へ
の
過
渡
期
に
入
っ
た
と
い
う
観
念
が
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
を
捉
え
て
い
た
の
で
あ
り
、
一
九
年
の
『
何
を
な
す
べ
き
か
』

も
、
そ
う
し
た
情
勢
認
識
の
う
え
で
提
起
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ソ
連
史
学
は
、
こ
の
よ
う
な
点
に
つ
い
て
は
、
殆
ど

全
く
言
及
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
い
ま
一
つ
、
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
『
何
を
な
す
べ
き
か
』
で
提
案
さ
れ
て
い
る
経
済
的
諸
方
策
は
、
二
一
年
に
共
産
党

が
採
用
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
「
新
経
済
政
策
」
（
ネ
ッ
プ
）
と
基
本
的
に
等
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
ソ
連
人
研
究
者
た
ち
は
、
こ
の
こ
と
を
全

く
無
視
し
て
い
る
。
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①
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
中
央
委
員
会
が
一
八
年
一
〇
月
に
発
表
し
た
テ
ー
ゼ
は
、

　
「
世
界
の
隅
々
で
人
民
大
衆
の
反
乱
の
か
ま
ど
が
燃
え
立
っ
て
お
り
」
、
こ
の
反

　
乱
は
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
資
本
主
義
社
会
と
の
全
面
的
な
闘
争
へ
と
、
社
会

　
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
へ
と
向
か
っ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
b
ほ
鶯
ヨ
謹
、
o
唱
◆
㊤
？

　
H
O
O
に
引
用
さ
れ
て
い
る
）
。

②
9
圃
．
冒
コ
ヒ
●
薄
讐
＝
し
9
．
自
幽
⑦
量
コ
◎
署
営
霞
。
ぢ
。
↓
7
ρ
↓
’
×
×
田
払
㊤
ω
伊
。
ぞ
■

　
雪
一
ふ
認
（
暑
嚢
．
お
）
…
切
薗
ヨ
琶
、
o
壱
・
り
り
占
O
O
．

③
蓼
箕
邑
＝
o
o
8
需
［
ξ
≡
δ
即
ρ
ぬ
も
．
勾
ミ
需
碁
9
鵠
一
一
国
｝
田
帥
ヨ
6
6
7

　
（
「
8
0
謡
。
塁
己
．
ン
ご
司
り
一
P
o
な
．
卜
。
。
。
凸
9

．
④
ぼ
累
叉
。
、
。
ぢ
．
培
凸
。
。
■
グ
ル
ジ
ア
・
メ
ソ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
批
判
も
明
記
さ
れ

　
て
い
る
（
o
召
．
b
。
圃
）
。

⑥
　
知
Φ
洪
唱
Φ
↓
O
o
ロ
コ
Φ
↓
9
（
o
詠
じ
5
譲
ロ
。
§
剛
”
β
剥
く
．
ン
ご
H
㊤
Φ
o
。
匂
。
↓
で
●
㊤
？
り
N

⑥
↓
鐘
美
ρ
o
↓
P
蕊
①
1
お
刈
．

⑦
同
〈
』
．
身
。
の
し
。
．
コ
巷
↓
話
ω
∩
o
鴇
円
。
弓
器
翼
8
巻
〉
［
受
飴
ω
き
8
℃
賃
金
δ
塁
。
碁
－

　
惣
尉
ω
ン
智
開
附
8
M
剛
↓
竈
。
じ
5
0
譲
［
o
ξ
≡
”
三
こ
6
誤
、
o
↓
P
Q
。
卜
。
O
I
ω
N
ρ
　
ω
o
削
δ
℃
冒
P
唱
や

　
一
⑦
一
1
一
Φ
戯
●

⑧
チ
ェ
ル
ノ
フ
に
つ
い
て
は
｝
．
じ
ご
霞
げ
婁
ぎ
N
ミ
伽
ミ
恥
§
騎
旨
§
ミ
沁
き
。
、
ミ
帖
0
9
ミ

　
肉
義
無
§
い
ミ
軸
凶
蕊
ミ
切
ミ
恥
ぎ
ミ
恥
ミ
、
嵐
跨
下
慰
認
”
○
蔦
o
a
t
翼
。
’
く
磯
。
塁
審
り
。
。
9



メンシェヴ4キ党とロシア共産党（尼川）

　
で
や
＄
…
◎
。
切
（
。
。
。
℃
。
9
巴
ぞ
℃
唱
・
Q
。
一
1
◎
。
悼
）
を
見
よ
。

⑨
路
線
を
変
更
し
た
一
八
年
末
の
党
協
議
会
決
議
（
零
丁
ヨ
茸
o
o
8
じ
コ
㊥
貫
高
器

　
…
）
の
な
か
に
も
、
こ
う
し
た
批
判
と
提
案
が
至
る
所
に
記
さ
れ
て
い
る
。

⑩
例
え
ば
。
づ
畿
■
三
三
葺
瓢
。
謹
。
。
8
曾
帥
養
。
8
調
書
。
｝
≡
鋳
↓
■
・
。
。
。
、
臼
勺
■
8
－

　
①
ρ
6
。
。
’
（
第
四
版
の
）
邦
訳
『
レ
…
ニ
ン
全
集
』
大
月
書
店
、
第
二
九
巻
六
六

　
一
六
八
、
一
七
〇
頁
。

⑪
鍔
凱
9
旨
p
ダ
濠
ぽ
ミ
ミ
の
9
ミ
§
窮
ぽ
ミ
§
℃
鉾
時
’
国
瀞
着
り
鐸
署
．

　
o
。
㊤
あ
O
を
参
照
。

⑫
導
ミ
‘
や
。
。
刈
を
参
照
。

⑬
』
。
剛
峯
♂
ヨ
姦
■
8
9
■
8
・
開
．
㍉
．
も
。
8
。
召
卜
。
笛
ρ
卜
。
b
。
8
卜
。
鱒
。
。
b
。
。
苗
凸
ω
。
。
「
邦
訳
、

　
第
二
八
巻
二
二
八
、
二
三
〇
、
二
三
一
、
　
二
三
六
頁
。
ま
た
ぎ
，
コ
［
＾
ρ
畔
ω
g
。
”

　
∩
も
．
b
⊃
罐
●
邦
訳
、
第
二
九
巻
二
五
九
頁
も
見
よ
。

⑭
国
即
ぎ
ω
8
（
Φ
α
「
）
い
唱
．
鎗
O
I
鱒
F

⑮
例
え
ば
9
ξ
量
し
（
き
。
塗
．
三
自
P
ω
O
。
。
凸
0
9
エ
2
℃
。
莞
霊
只
嚢
㊦
・
呂
月
嗣
剛
咽
剛

　
■
三
〇
召
■
畠
①
ム
零
．

⑯
　
諺
空
琵
・
コ
。
自
・
8
9
・
8
～
β
。
。
。
。
㌧
∩
弓
・
遷
一
・
邦
訳
、
第
二
九
巻
二
九
二
頁
。

⑰
顯
・
寓
鍵
8
ミ
＼
↓
9
U
き
、
O
§
ミ
“
ぎ
概
ミ
ミ
逐
物
さ
§
の
g
ミ
§
秘
き
却
ミ
蛍

　
o
J
o
二
一
二
H
O
N
g
o
Q
．
ω
H
鴎
一
Q
Q
一
Q
◎
■

⑱
奪
ミ
こ
ω
p
鍵
。
。
．

⑲
↓
．
U
g
p
O
§
ミ
討
ミ
ミ
§
§
翫
ぎ
ミ
き
画
壽
の
§
、
ミ
義
N
§
ミ
”
し
d
。
島
戸

　
一
㊤
b
。
ρ
ψ
亦
。
野
ダ
ン
は
、
こ
の
ほ
か
、
市
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
か
ら
の
排
除
や
選
挙
参
加

　
妨
害
な
ど
の
様
々
な
例
を
挙
げ
て
い
る
（
ω
．
b
◎
令
N
α
）
。

⑳
竃
駿
8
毛
＼
U
㊤
p
ω
．
ω
箪

⑳
鵠
p
§
。
。
o
詳
（
①
9
）
、
電
山
。
。
刈
点
。
。
㊤
’

⑫
　
∩
α
o
窯
畏
亮
ω
自
δ
量
簡
一
＝
産
調
8
ζ
。
員
。
＝
ぢ
◆
穴
－
露
で
．
O
㌔
戸
℃
．
戸
畿
善
－

　
で
↓
惹
＝
¢
×
8
b
5
0
員
塁
轟
◆
×
磐
畏
。
じ
。
M
一
㊤
塾
。
ρ
o
↓
勺
．
ω
G
。
ム
Q
。
お
よ
び
O
o
誉
峯
㌣
需
諸
。
－

　
嗣
壱
塁
嗣
田
＝
℃
窃
。
§
o
蛋
鵠
．
○
器
0
8
、
理
り
b
⊃
O
、
臼
℃
’
㊤
占
①
に
収
録
。
な
お
、
こ
の

　
文
書
の
英
訳
は
、
〉
ω
0
7
①
『
（
①
9
y
℃
℃
・
一
＝
山
一
刈
に
、
景
石
は
的
。
匙
ミ
功
ミ
鴇
ぎ

　
開
ミ
。
馬
ミ
ご
鐸
三
Q
Q
．
刈
り
一
。
。
α
に
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
結
び
の
部
分
が
欠
落
し
て
い

　
る
（
省
略
か
7
・
）
。

⑳
9
弓
塁
」
（
碁
∩
2
．
三
∩
↓
p
。
。
o
。
。
…
剛
－
開
。
弓
。
潟
≦
）
。
肖
（
同
【
。
コ
超
『
瞬
＝
瞬
．
三
n
↓
や
、
δ
。
。
…

　
℃
無
涯
㌧
o
も
’
G
。
O
倉
な
お
。
づ
竜
遥
量
℃
o
壱
．
一
〇
刈
占
一
〇
で
は
政
治
的
方
策
の
み
が

　
紹
介
さ
れ
批
判
さ
れ
て
い
る
。

⑱
エ
①
暑
雪
①
↓
巷
。
薫
Φ
目
暑
ヨ
一
一
．
三
。
↓
で
．
ま
。
。
■

⑳
　
鈎
窪
薫
．
コ
。
詫
■
8
9
■
8
～
8
蒔
鮒
電
や
』
ω
①
■
邦
訳
、
第
ゴ
＝
巻
二
二
八
頁
。

　
こ
れ
自
体
は
タ
ナ
ー
の
需
葉
。
続
い
て
レ
ー
ニ
ン
は
「
そ
の
少
数
者
は
、
実
質
的

　
に
は
党
で
あ
る
」
（
。
↓
P
器
N
二
二
八
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

⑭
　
ぎ
，
コ
［
＾
ρ
↓
・
ω
ρ
n
召
・
器
縣
・
邦
訳
、
第
二
九
巻
五
四
九
頁
。

⑳
↓
睾
〉
囮
＾
。
・
↓
・
腿
N
臼
や
N
O
膳
・
邦
訳
、
第
三
二
巻
五
頁
。

⑱
皆
窪
銭
g
↓
量
。
♂
錯
翼
口
（
α
）
●
9
窪
。
弓
g
曾
｛
．
§
§
罫
。
霊
。
↓
・
ヨ
こ
δ
①
ω
、

　
o
弓
●
①
謡
。

⑳
峯
ロ
σ
．
O
岩
自
軍
∩
O
養
国
2
一
蓄
㌧
↓
．
Q
◎
M
O
↓
P
G
o
メ
邦
訳
『
ス
タ
ー
リ
ン
全
集
隔

　
大
月
書
店
、
第
八
巻
五
五
頁
。

⑳
門
襲
｝
宍
ρ
↓
」
P
3
7
㊤
P
邦
訳
、
第
一
〇
巻
一
一
七
頁
。

⑳
　
高
岡
健
次
郎
氏
の
前
掲
二
論
文
、
ま
た
例
え
ば
汚
¢
口
’
弓
k
o
o
匂
ゴ
．
M
台
錠
史
跡
↓
謡
囲

　
』
爵
隻
ω
8
℃
O
閃
．
該
こ
お
①
G
。
”
。
召
．
Φ
一
あ
ω
．
高
岡
健
次
郎
訳
『
左
翼
エ
ス
エ
ル
党

　
の
崩
壊
』
、
白
馬
書
房
、
一
九
七
八
年
、
八
九
－
九
〇
頁
を
見
よ
。

⑳
　
〉
の
9
。
さ
．
．
目
審
閃
蕊
玖
き
蜜
即
簑
h
ω
ヨ
…
、
、
、
℃
ワ
お
ω
ム
頴
㌧
島
b
。
ム
ω
P

⑳
　
奪
ミ
M
℃
や
亀
①
ム
一
ご
コ
m
℃
旨
晦
岬
き
㊥
8
零
貰
艶
器
：
■
い
。
壱
■
崔
占
ω
．

⑭
　
三
〇
年
三
月
に
党
協
議
会
が
採
択
し
た
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
つ
い
て
の

　
決
議
」
（
∩
9
誉
毬
貞
Φ
，
§
β
雪
刷
ヨ
＝
で
o
c
。
O
臼
。
曇
芦
O
↓
7
ω
①
占
Q
。
）
を
見
よ
。

⑳
　
「
社
会
主
義
政
党
国
際
行
動
岡
盟
」
。
通
称
「
ウ
ィ
ー
ン
・
イ
ソ
タ
ー
ナ
シ
ョ

　
ナ
ル
」
。
コ
ム
ニ
ス
ト
た
ち
は
「
第
二
半
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
と
呼
ん
だ
。

⑳
　
㎝
八
年
一
二
月
の
党
協
議
会
は
、
既
に
先
進
国
革
命
と
の
関
連
で
ロ
シ
ア
の
社
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会
主
義
へ
の
移
行
を
考
え
て
い
た
（
窩
9
。
℃
量
ぎ
。
8
凋
萎
婁
冷
：
こ
。
↓
ワ
搭
）
。

⑰
　
剛
ρ
三
名
お
彰
コ
曜
員
貴
話
昆
冨
一
一
需
7
§
も
錠
＝
昌
■
1
人
ω
o
「
o
覚
y
口
Φ
巷
。
艦
髭
吻

　
一
鍛
ρ
∩
壱
・
ω
？
。
。
c
。
．
以
下
は
〉
。
。
。
冨
び
ぎ
竃
馬
鼠
疑
ミ
篭
駄
…
埼
勺
や
ω
畠
山
。
。
O
を

　
参
考
に
し
た
。

＠＠＠
O
o
暴
薗
や
誉
7
§
（
忌
屋
購
旨
欝
鴇
ζ
g
O
魯
。
重
岡
b
α
弓
・
亟
り
．

↓
門
鑑
罠
①
．

↓
霞
㌶
ρ
o
岩
「
ミ
．

缶
p
一
導
ω
象
（
0
9
）
℃
唱
℃
。
b
。
㌫
凸
一
刈
・
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三
　
内
戦
の
終
結
か
ら
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
の
崩
壊
ま
で

　
内
戦
は
二
〇
年
初
頭
ま
で
に
赤
軍
の
勝
利
の
う
ち
に
ほ
ぼ
終
結
し
た
。
し
か
し
、
同
年
を
通
じ
て
共
産
党
政
権
は
、
内
戦
中
の
強
硬
な
諸
政

策
、
即
ち
、
農
民
に
対
す
る
食
糧
徴
発
、
自
由
商
業
の
禁
止
、
工
業
企
業
の
国
有
化
、
労
働
組
合
の
国
家
機
関
化
、
等
を
緩
め
る
こ
と
な
く
続

行
な
い
し
強
化
し
た
。
内
戦
を
勝
利
に
導
い
た
軍
事
的
中
央
集
権
的
方
法
が
、
社
会
主
義
を
め
ざ
す
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
共
胸
国
の
経
済
再
建
に
も
有

効
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
政
策
は
、
大
衆
の
現
実
的
利
益
へ
の
配
慮
や
自
主
活
動
促
進
の
観
点
を
欠
き
、
苦
境
の
な
か

で
多
大
な
犠
牲
を
強
要
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
二
〇
年
ご
ろ
の
労
働
者
と
農
民
の
状
態
に
つ
い
て
こ
こ
で
詳
述
す
る
余
裕
は
な
い
。
た
だ
、
当
時
の
共
産
党
政
権
側
の
経
済
学
者
ク
リ
ッ
ッ

マ
ン
の
次
の
よ
う
な
記
述
を
引
用
す
る
に
と
ど
め
た
い
。
二
九
一
九
－
二
〇
年
の
ロ
シ
ア
の
労
働
者
の
生
活
水
準
は
、
戦
前
の
そ
れ
の
少
な

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

く
と
も
三
分
の
一
に
ま
で
低
下
し
た
。
…
…
飢
え
と
寒
さ
、
病
気
と
死
、
肉
親
の
賑
前
で
の
子
供
た
ち
の
餓
死
が
、
こ
の
数
字
の
背
後
に
隠
さ

　
　
　
①

れ
て
い
る
」
（
強
調
は
ク
リ
ヅ
ツ
マ
ン
）
。
大
衆
は
、
や
が
て
公
然
と
不
満
を
表
明
し
始
め
る
。

　
二
〇
年
の
前
半
、
「
戦
時
共
産
主
義
」
の
続
行
と
強
化
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
　
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
に
対
す
る
弾
圧
は
緩
和
さ
れ
た
。
こ
の
弾

圧
の
緩
和
は
、
無
論
内
戦
が
概
ね
終
結
し
た
こ
と
に
関
連
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
と
同
時
に
、
内
戦
中
の
～
赤
軍
に
党
員
を

　
　
　
　
②

動
員
も
し
た
　
　
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
の
行
動
が
、
共
産
党
側
に
そ
れ
な
り
に
評
価
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
ま
い
か
。
メ

ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
が
単
に
「
口
先
だ
け
」
左
傾
し
、
実
際
に
は
反
革
命
的
行
動
を
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
ら
、
弾
圧
の
緩
和
な
ど
あ
り
え
な
か
っ

た
は
ず
で
あ
る
。



メソシェヴィキ党とロシア共産党（尼］ED

　
二
〇
年
の
前
半
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
は
市
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
や
労
働
組
合
で
か
な
り
の
支
持
を
得
る
こ
と
に
成
功
し
た
よ
う
で
あ
る
。
ダ
ン
は
、

こ
の
時
期
に
実
施
さ
れ
た
市
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
選
挙
で
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
が
、
モ
ス
ク
ワ
で
四
六
名
、
ハ
リ
コ
フ
で
二
〇
型
名
、
エ
カ
テ
リ
ノ

ス
ラ
フ
で
一
二
〇
名
、
ク
レ
メ
ン
チ
ュ
ー
ク
で
七
八
名
、
ト
ゥ
ー
ラ
で
五
〇
名
、
ス
モ
レ
ン
ス
ク
、
オ
デ
ッ
サ
、
ボ
ル
タ
ワ
、
キ
エ
フ
、
イ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ク
ー
ッ
ク
で
各
々
三
〇
名
の
代
議
員
を
出
し
た
と
述
べ
て
い
る
。

　
西
独
の
研
究
者
ア
ン
ヴ
ァ
イ
ラ
ー
は
、
有
名
な
著
書
『
ロ
シ
ア
に
お
け
る
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
運
動
』
の
な
か
で
先
の
ダ
ン
の
記
述
に
触
れ
、
「
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

の
、
い
く
つ
か
は
驚
く
ほ
ど
高
い
数
字
を
、
他
の
文
献
に
よ
っ
て
点
検
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
」
と
い
う
脚
注
を
付
し
て
い
る
。
我
々
も

ま
た
こ
の
時
期
の
市
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
党
派
別
構
成
に
つ
い
て
の
詳
細
な
資
料
を
見
出
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
右
に
挙
げ
た
数
字
は
、
六
月
末

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

に
マ
ー
ル
ト
フ
が
エ
ヴ
ァ
・
ブ
ロ
イ
ド
に
送
っ
た
手
紙
の
な
か
の
数
字
と
完
全
に
合
致
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
こ
の
数
字
は
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
本
部
委
員
会
が
二
〇
年
四
月
に
出
版
し
た
、
党
中
央
委
員
会
決
議
集
の
序
文
に

記
さ
れ
て
い
る
い
く
つ
か
の
市
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
に
つ
い
て
の
数
字
（
ト
ゥ
ー
ラ
は
五
〇
名
、
ス
モ
レ
ン
ス
ク
は
二
〇
名
、
ク
レ
メ
ン
チ
ュ
ー
ク
は
七
一
名

〔
コ
ム
ニ
ス
ト
は
六
二
名
〕
、
ハ
リ
コ
フ
は
二
〇
〇
名
）
と
も
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
ハ
リ
コ
フ
市
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
選
挙
で
は
労
働
老
地
区
と
す
べ
て
の

大
工
場
で
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
が
多
数
を
占
め
、
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
注
意
」
が
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
に
向
き
始
め
た
と
い
う
こ
と
が
述
べ

　
　
　
　
⑥

ら
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
『
レ
ー
ニ
ン
全
集
（
第
五
版
）
』
第
五
一
巻
の
編
集
部
注
に
は
　
「
一
九
二
〇
年
二
月
後
半
－
三
月
初
め
に
行
な
わ
れ
た
モ
ス
ク
ワ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ソ
ヴ
ィ
エ
ト
選
挙
で
は
、
一
五
六
六
名
の
代
議
員
が
選
出
さ
れ
…
…
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
は
四
六
名
（
三
％
）
で
あ
っ
た
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

こ
こ
で
の
数
字
も
舎
っ
て
い
る
。
マ
ー
ル
ト
フ
と
ダ
ン
は
、
こ
の
時
モ
ス
ク
ワ
市
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
代
議
員
に
選
出
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
二
〇
年
四
月
に
開
か
れ
た
第
三
回
全
露
労
働
組
合
大
会
で
は
、
代
議
員
一
六
〇
〇
名
の
う
ち
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
は
五
七
名
で
あ
っ
た
。

　
右
に
挙
げ
た
市
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
や
全
露
労
働
組
含
大
会
の
代
議
員
数
だ
け
を
見
れ
ば
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
成
功
は
さ
ほ
ど
大
き
な
も
の
に
は

見
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
弾
圧
が
完
全
に
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
こ
と
を
考
慮
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
マ
ー
ル
ト
フ
は
、
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「
我
々
が
候
補
を
立
て
る
こ
と
の
で
き
た
所
で
は
ど
こ
で
も
、
扇
動
の
自
由
が
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
我
々
の
候
補
者
は
勝
っ
た
の
で

⑩す
」
と
誇
ら
し
げ
に
書
い
て
い
る
。
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
は
、
共
産
党
の
諸
政
策
に
不
満
を
抱
く
労
働
者
の
支
持
を
得
て
、
共
産
党
に
と
っ
て

侮
り
難
い
勢
力
に
成
長
し
つ
つ
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
再
び
弾
圧
が
強
め
ら
れ
た
の
は
六
月
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
引
金
と
な
っ
た
の
は
、
五
月
二
一
日
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
が
幹
部
の
大
半
を
占
め

て
い
た
印
刷
工
組
合
が
組
織
し
た
三
〇
〇
名
の
労
働
者
の
集
会
（
こ
の
種
の
集
会
の
最
後
の
も
の
）
で
、
チ
ェ
カ
に
追
わ
れ
て
い
た
エ
ス
エ
ル
党
指

導
者
チ
ェ
ル
ノ
ブ
が
不
意
に
登
場
し
て
演
説
し
、
そ
れ
と
気
づ
い
た
コ
ム
ニ
ス
ト
た
ち
の
「
逮
捕
せ
よ
／
」
と
の
叫
び
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
混

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

乱
の
な
か
を
逃
げ
お
お
せ
た
事
件
で
あ
る
。
こ
の
集
会
に
は
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
代
表
団
の
一
部
の
者
も
訪
れ
て
お
り
、
・
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
府
は
面

目
を
失
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
政
府
は
直
ち
に
こ
の
よ
う
な
不
祥
事
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
た
。
共
産
党
モ
ス
ク
ワ
委
員
会
は
、
『
プ
ラ
ウ
ダ
』
で
、
「
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ

は
、
労
働
者
集
会
の
名
で
、
ロ
イ
ド
ー
ジ
ョ
ー
ジ
一
派
に
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
権
へ
の
中
傷
に
み
ち
た
密
告
を
行
な
い
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
に

対
す
る
封
鎖
と
戦
争
〔
の
再
開
〕
を
正
当
化
し
た
。
即
ち
、
彼
ら
は
、
世
界
の
資
本
家
的
略
奪
者
と
、
我
々
を
攻
撃
し
て
い
る
白
衛
派
の
ポ
ー
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ン
ド
を
援
助
し
た
の
だ
」
と
声
明
し
た
。
こ
の
の
ち
、
大
規
模
な
弾
圧
が
な
さ
れ
た
。
ダ
ン
は
モ
ス
ク
ワ
を
追
わ
れ
、
や
は
り
メ
ソ
シ
ェ
ヴ
ィ

キ
党
の
指
導
者
で
あ
っ
た
ア
ブ
ラ
モ
ヴ
ィ
チ
は
、
政
府
の
側
か
ら
圧
力
を
受
け
た
、
彼
の
選
挙
人
た
ち
に
よ
っ
て
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
か
ら
リ
コ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

さ
れ
た
と
い
う
。
六
月
中
旬
、
多
数
の
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
が
逮
捕
さ
れ
た
。

　
共
産
党
モ
ス
ク
ワ
委
員
会
の
声
明
に
出
て
く
る
「
白
衛
派
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
」
と
の
戦
争
に
つ
い
て
の
共
産
党
と
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
と
の
対

立
も
、
弾
圧
の
一
要
因
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
四
月
末
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
が
国
境
を
越
え
て
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
に
侵
入
し
、

キ
エ
フ
を
攻
撃
し
て
い
た
時
点
で
は
、
こ
れ
が
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
防
衛
戦
争
で
あ
る
こ
と
を
疑
う
者
は
な
か
っ
た
。
エ
ス
エ
ル
は
モ
ス
ク
ワ
市

ソ
ヴ
ィ
エ
ト
議
長
団
に
そ
の
旨
の
手
紙
を
送
っ
た
し
、
重
要
の
将
軍
の
な
か
に
さ
え
赤
軍
勤
務
を
志
願
す
る
者
が
い
た
。
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党

は
党
員
の
動
員
を
宣
言
し
た
。
し
か
し
、
マ
…
ル
ト
フ
は
、
レ
ー
ニ
ン
ら
の
言
説
か
ら
、
赤
軍
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
を
撃
退
し
た
の
ち
、
さ
ら
に
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西
方
へ
進
撃
し
続
け
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
を
占
領
し
、
ド
イ
ツ
に
突
入
し
、
協
商
国
と
の
閾
争
を
再
開
す
る
で
あ
ろ
う
と
見
て
い
た
。
メ
ン
シ
ェ
ヴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

イ
キ
党
は
、
純
粋
な
防
衛
戦
争
は
支
持
す
る
が
、
他
国
へ
の
軍
事
的
攻
撃
に
は
賛
成
し
な
い
と
宣
言
し
た
。
党
中
央
委
員
会
が
八
月
の
党
協
議

会
の
た
め
に
作
成
し
た
外
交
に
つ
い
て
の
テ
ー
ゼ
に
は
、
次
の
一
節
が
あ
る
。
「
諸
外
国
に
社
会
革
命
を
持
ち
込
む
手
段
と
し
て
の
侵
略
的
革

命
戦
争
は
、
社
会
民
主
党
〔
メ
ソ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
〕
に
は
原
則
と
し
て
受
け
容
れ
ら
れ
な
い
。
そ
の
〔
戦
争
〕
目
的
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
が
ま

だ
国
家
権
力
を
掌
握
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
運
動
が
内
戦
の
性
格
を
い
ま
だ
帯
び
て
い
な
い
諸
国
に
お
け
る
階
級
対
立
の
発
展
を
人
工
的
に
強
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

す
る
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
」
。
こ
の
よ
う
な
批
判
は
、
世
界
革
命
へ
の
期
待
に
燃
え
て
い
た
ロ
シ
ア
共
産
党
側
に
と
っ
て
は
、
許
容
し
難
い
も

の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
八
月
に
は
ま
た
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
員
の
大
量
逮
捕
が
行
な
わ
れ
、
以
後
、
同
党
は
、
形
式
上
は
非
合
法
化
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
実
質

的
な
政
治
活
動
を
行
な
う
こ
と
が
極
め
て
困
難
な
状
態
に
陥
っ
た
。

　
も
っ
と
も
、
共
産
党
は
弾
圧
一
本
槍
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
。
二
〇
年
九
月
、
マ
ー
ル
ト
フ
は
、
ロ
シ
ア
に
心
を
残
し
な
が
ら
も
、
西
欧
の
、

志
を
同
じ
く
す
る
社
会
主
義
者
と
協
力
し
て
運
動
を
展
開
す
る
た
め
、
国
外
に
出
よ
う
と
し
た
が
、
共
産
党
は
、
激
論
の
末
、
か
つ
て
彼
と
親

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

し
か
っ
た
レ
ー
ニ
ン
の
主
張
に
よ
り
、
こ
れ
を
許
可
し
た
。
マ
ー
ル
ト
フ
は
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
在
外
代
表
団
の
指
導
者
と
な
り
、
二
三
年
四

月
に
死
ぬ
ま
で
、
ド
イ
ツ
に
滞
在
し
た
。

　
ま
た
、
二
〇
年
一
二
月
末
に
開
か
れ
た
第
八
回
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
大
会
で
は
、
エ
ス
エ
ル
少
数
派
党
の
ヴ
ォ
リ
ス
キ
ー
、
左
翼
エ
ス
エ
ル
党
の
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

テ
イ
ン
ベ
ル
ク
と
共
に
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
の
ダ
ン
と
ダ
ー
リ
ン
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一
回
発
言
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
て
い
る
（
褒
決
権
は
な
し
）
。

特
に
ダ
ソ
は
、
議
長
と
代
議
員
の
要
請
で
も
ち
時
間
を
大
幅
に
延
長
さ
れ
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
制
度
の
麻
痺
、
強
陣
に
基
づ
く
食
糧
政
策
、
等
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

い
て
鋭
い
批
判
を
加
え
た
。
ダ
ー
リ
ン
は
、
こ
の
大
会
で
提
起
さ
れ
た
、
農
民
に
対
す
る
播
種
強
制
に
よ
っ
て
農
業
生
産
を
回
復
さ
せ
よ
う
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

い
う
共
産
党
案
を
批
判
し
、
農
民
に
、
彼
ら
の
手
元
に
残
る
余
剰
を
処
理
す
る
自
由
を
与
え
る
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
二
人
の
主
張
は
こ

の
大
会
で
は
受
け
容
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
と
も
か
く
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
の
影
響
は
、
全
露
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
大
会
で
演
説
し
え
た
の
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で
あ
る
（
こ
れ
が
最
後
で
あ
っ
た
）
。

　
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
ク
の
ド
ヴ
ィ
ノ
ブ
は
、
　
一
九
六
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
著
書
の
な
か
で
、
「
わ
が
党
に
対
す
る
〔
共
産
党
〕
政
権
の
二
面
的
な
、

確
信
な
き
政
策
」
は
、
恐
ら
く
農
村
と
都
市
に
お
け
る
共
産
党
の
政
策
の
行
き
詰
り
と
、
そ
こ
か
ら
生
じ
る
党
内
対
立
（
い
く
つ
か
の
党
内
反
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

派
の
発
生
）
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
共
産
党
の
内
部
対
立
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
ま
だ
ま
だ
考
察
が
必
要
で
あ
ろ
う
が
、
傾

聴
す
べ
き
意
見
で
あ
る
。

　
一
一
一
年
春
、
共
産
党
は
極
め
て
厳
し
い
事
態
を
迎
え
た
。
既
に
前
年
の
後
半
よ
り
各
地
で
広
が
っ
て
い
た
農
民
反
乱
に
加
え
、
三
月
に
ク
ロ

ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
反
乱
が
勃
発
す
る
が
、
そ
の
直
前
、
二
月
中
旬
i
下
旬
に
モ
ス
ク
ワ
で
、
二
月
下
旬
一
三
月
初
め
に
よ
り
大
規
模
に
ペ
ト
ロ
グ

ラ
ー
ド
で
、
労
働
者
の
ス
ト
と
デ
エ
、
の
大
波
が
生
じ
て
い
る
。
彼
ら
は
、
食
糧
配
給
量
の
増
額
、
穀
物
徴
発
の
廃
止
、
穀
物
の
自
由
取
引
の
許

可
、
靴
と
防
寒
衣
類
の
発
給
、
等
の
経
済
的
要
求
に
と
ど
ま
ら
ず
、
獄
中
の
社
会
主
義
老
の
釈
放
、
全
労
働
者
へ
の
言
論
・
出
版
・
集
会
の
自

由
、
工
場
委
員
会
・
労
働
組
合
・
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
自
由
選
挙
、
等
の
政
治
的
要
求
を
も
も
ち
出
し
て
い
た
。
ス
ト
と
デ
モ
は
自
然
発
生
的
な
も

の
で
あ
っ
た
が
、
逮
捕
を
免
れ
て
い
た
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
が
自
分
の
主
張
を
印
刷
物
に
よ
っ
て
労
働
者
に
訴
え
、
相
当
の
影
響
を
与
え
た
と
推

　
　
　
　
　
⑫

測
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
ダ
ン
は
労
働
者
た
ち
が
集
会
に
ユ
ダ
ヤ
人
弁
士
を
招
く
の
を
嫌
っ
た
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
お
り
、
こ
れ
が
、
指

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

導
部
に
ユ
ダ
ヤ
人
を
多
数
包
含
し
て
い
た
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
の
活
動
に
と
っ
て
一
つ
の
障
害
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
灰
め
か
し
て
い
る
。
な

お
、
エ
ス
エ
ル
も
ま
た
「
共
産
党
を
打
倒
せ
よ
！
」
と
い
う
よ
う
な
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
よ
り
も
好
戦
的
か
つ
非
妥
協
的
な
主
張
を
も
っ
て
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ト
を
激
励
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　
労
働
者
の
抗
議
運
動
は
一
連
の
譲
歩
と
抑
圧
に
よ
っ
て
終
息
し
た
。
飢
え
に
消
耗
し
き
っ
て
い
た
労
働
者
た
ち
は
、
も
は
や
運
動
を
持
続
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
既
に
二
月
八
日
の
時
点
で
レ
ー
ニ
ン
は
食
糧
税
の
導
入
と
自
由
取
引
の
容
認
を
党
中
央
委
員
会
政
治
局
に
提
案
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
労

働
者
の
ス
ト
と
デ
モ
、
そ
れ
に
続
く
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
反
乱
は
、
「
戦
時
共
産
主
義
」
の
破
綻
を
ロ
シ
ア
共
産
党
に
思
い
し
ら
せ
た
。
共
産
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メソシェヴィキ党とロシア共産党（尼川）

党
政
権
は
「
戦
時
共
産
主
義
」
を
放
棄
し
、
ネ
ッ
プ
へ
と
方
向
転
換
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
ネ
ッ
プ
は
、
前
述
の
よ
う
に
一
九
年
に
出
さ
れ

て
い
た
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
『
何
を
な
す
べ
き
か
』
の
経
済
的
諸
方
策
と
ほ
ぼ
同
一
の
も
の
で
あ
っ
た
。
他
方
、
『
何
を
な
す
べ
き
か
』
で
提

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

起
さ
れ
て
い
た
政
治
的
諸
方
策
は
全
く
考
慮
さ
れ
な
か
っ
た
。
大
衆
の
反
乱
（
レ
ー
ニ
ン
は
こ
れ
を
「
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
反
革
命
」
と
捉
え
た
）
と
党

の
分
裂
の
危
険
性
（
労
働
者
反
対
派
出
の
党
内
反
対
派
の
存
在
）
に
直
面
し
て
、
　
レ
ー
ニ
ン
は
、
い
ま
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
に
政
治
的
自
由
を
与
え

る
こ
と
は
、
共
産
党
政
権
の
崩
壊
に
、
反
革
命
の
勝
利
に
つ
な
が
る
と
断
定
し
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
弾
圧
を
是
認
し
た
。
二
一
年
四
月
、
彼
は
、

メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
と
エ
ス
エ
ル
に
は
「
監
獄
の
な
か
に
（
ま
た
は
白
衛
派
と
一
緒
に
外
国
の
雑
誌
の
な
か
に
）
席
を
与
え
」
て
や
る
べ
き
で
あ

る
、
と
書
い
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
一
二
年
二
月
末
以
降
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
に
か
っ
て
な
い
弾
圧
が
加
え
ら
れ
た
。
同
党
は
一
二
年
中
に
党
員
の
大
量
逮
捕
と
入
獄
ま
た
は

国
外
追
放
に
よ
・
て
ほ
ぼ
崩
壊
し
た
・
ネ
・
プ
の
播
’
儀
に
・
共
産
党
側
に
転
向
し
た
人
々
も
少
奮
な
か
・
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
二
一
年
春
以
後
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
の
殆
ど
の
集
会
は
秘
密
裏
に
開
か
れ
た
。
た
だ
、
モ
ス
ク
ワ
で
は
同
党
は
か
な
り
自
由
に
活
動
で
き

た
。
二
一
年
四
月
の
モ
ス
ク
ワ
市
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
選
挙
で
は
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
参
加
が
許
可
さ
れ
、
選
挙
前
の
大
量
逮
捕
と
選
挙
妨
害
に
も
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

か
わ
ら
ず
、
一
八
名
の
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
が
当
選
し
た
。
地
方
で
は
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
選
挙
前
の
大
量
逮
捕
、
様
々
な
選
挙
妨
害
、
当
選
し
た
代
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

員
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
か
ら
の
追
放
に
よ
っ
て
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
は
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
か
ら
殆
ど
姿
を
消
し
た
。
二
二
年
一
月
の
モ
ス
ク
ワ
市
ソ
ヴ
ィ

エ
ト
選
挙
は
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
が
参
加
し
た
最
後
の
選
挙
で
あ
っ
た
（
型
名
当
選
）
。
同
年
九
月
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
中
央
委
員
会
は
、
候
補

者
名
簿
に
載
っ
た
党
員
が
チ
ェ
カ
の
標
的
と
な
っ
て
逮
捕
さ
れ
、
選
挙
前
の
集
会
で
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
を
支
持
し
た
労
働
者
が
工
場
か
ら
追
放

さ
れ
る
と
い
う
現
状
で
は
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
選
挙
へ
の
参
加
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
旨
の
声
明
を
発
表
し
て
い
る
。
同
年
末
か
ら
は
、
国
内
の
メ

ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
は
完
全
に
地
下
に
潜
行
し
て
宣
伝
活
動
を
続
け
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
か
っ
た
。

　
共
産
党
内
に
は
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
抑
圧
に
反
対
す
る
声
は
な
か
っ
た
か
。
ま
ず
労
働
者
反
対
派
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
労
働
者
反
対
派
は
確

か
に
労
働
者
の
直
接
的
利
益
の
重
視
、
労
働
者
民
主
主
義
の
尊
重
、
労
働
者
の
自
主
活
動
の
促
進
の
要
求
、
官
僚
主
義
へ
の
攻
撃
、
等
の
点
で
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は
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
と
共
通
す
る
も
の
を
も
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
彼
ら
は
「
極
左
理
想
主
義
」
と
も
い
う
べ
き
性
格
を
特
徴
と
し
て
い
て
、

「
戦
時
共
産
主
義
」
の
消
費
・
流
通
面
に
つ
い
て
は
そ
の
な
お
一
層
の
深
化
を
目
ざ
し
て
お
り
、
社
会
主
義
建
設
の
た
め
の
客
観
的
諸
条
件
に

関
す
る
問
題
意
識
は
希
薄
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
彼
ら
は
共
産
党
の
政
治
独
占
に
は
何
ら
異
議
を
唱
え
て
い
な
か
っ
た
。
我
々

は
労
働
者
反
対
派
が
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
を
公
然
と
弁
護
し
た
と
い
う
例
を
い
ま
だ
知
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
「
君
主
制
主
義
者
か
ら
ア
ナ
キ
ス
ト
に
至
る
ま
で
の
」
言
論
と
出
版
の
自
由
を
提
唱
し
た
ミ
ャ
ス
ニ
コ
フ
を
別
と
す
れ
ば
、
共
産
党
の
左
翼

的
潮
流
の
な
か
で
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
内
の
反
対
党
の
実
質
的
合
法
化
を
主
張
し
た
こ
と
が
現
在
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
か
つ
て
「
左
翼
共
産
主
義
者
」

に
属
し
、
や
が
て
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
に
加
わ
っ
た
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
ン
で
あ
る
。
彼
は
一
一
一
年
春
の
時
点
で
は
チ
ェ
カ
の
報
告
係
の
よ
う
な
仕
事
を
し

て
い
た
が
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
、
エ
ス
エ
ル
、
ア
ナ
キ
ス
ト
の
諸
党
派
内
の
い
く
つ
か
の
グ
ル
㌧
フ
が
合
法
化
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
個
々
の

メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
ク
や
エ
ス
エ
ル
が
モ
ス
ク
ワ
市
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
選
挙
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
釈
放
さ
れ
る
べ
き
だ
と
報
告
書
で
提
案
し
た
。
こ
れ

は
四
月
一
四
日
の
党
中
央
委
員
会
政
治
局
会
議
で
審
議
さ
れ
、
否
決
さ
れ
た
。
レ
ー
ニ
ン
は
モ
ロ
ト
フ
へ
の
手
紙
の
な
か
で
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
ン
の

考
え
は
「
正
し
く
な
い
」
と
書
い
て
い
る
。

　
共
産
党
内
の
穏
健
派
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
公
表
さ
れ
て
い
る
資
料
に
よ
っ
て
彼
ら
の
動
向
を
つ
か
む
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
が
、
ま

ず
ジ
ノ
ヴ
ィ
エ
フ
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
穏
健
派
を
い
ち
は
や
く
脱
け
出
し
、
党
の
重
鎮
と
な
っ
て
い
た
彼
は
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
に
厳
し

か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
二
〇
年
春
の
選
挙
で
も
彼
が
統
轄
し
て
い
た
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
市
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
で
は
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
は
殆
ど
当

選
者
を
出
せ
な
か
っ
た
ら
し
い
。
ダ
ン
は
、
ジ
ノ
ヴ
ィ
エ
フ
が
二
一
年
二
月
の
労
働
者
騒
擾
の
際
投
獄
さ
れ
た
ダ
ソ
を
銃
殺
し
よ
う
と
し
た
が
、

共
産
党
中
央
委
員
会
が
こ
れ
を
認
め
な
か
っ
た
と
い
う
話
を
、
の
ち
に
ラ
デ
ッ
ク
か
ら
聞
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
セ
ル
ジ
ュ
は
、
ダ
ン
や
ア
ブ

ラ
モ
ヴ
ィ
チ
ら
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
指
導
者
の
命
を
救
っ
た
の
は
、
レ
ー
ニ
ン
に
掛
け
合
っ
た
ゴ
ー
リ
キ
ー
で
あ
っ
た
と
六
尺
録
の
な
か
で
愛
い

　
　
⑩

て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
ジ
ノ
ヴ
ィ
エ
フ
も
、
二
二
年
目
は
ネ
ッ
プ
が
新
し
い
事
態
を
つ
く
り
出
し
、
共
産
党
は
「
非
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
社
会
組
織
隔
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⑳

の
存
在
を
許
し
て
お
り
「
弾
圧
は
時
代
遅
れ
に
な
っ
た
」
と
述
べ
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
縞
馬
へ
の
弾
圧
緩
和
を
窪
め
か
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

ま
た
、
ソ
連
人
研
究
者
ポ
ド
ボ
ロ
ト
フ
は
、
二
二
年
初
め
に
ウ
ィ
ー
ン
・
イ
ン
タ
ー
の
音
頭
取
り
で
三
つ
の
イ
ン
タ
ー
の
合
同
の
動
き
が
あ
っ

た
際
、
　
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
の
合
法
化
に
つ
い
て
ラ
デ
ッ
ク
と
ジ
ノ
ヴ
ィ
エ
フ
が
「
動
揺
し
」
、
　
レ
ー
ニ
ン
か
ら
厳
し
い
批
判
を
受
け
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
穏
健
派
の
ル
イ
コ
フ
、
カ
ー
メ
ネ
フ
、
ル
ナ
チ
ャ
ル
ス
キ
ー
は
逮
捕
さ
れ
た
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
釈
放
に
尽
力
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
メ
ソ

シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
の
合
法
化
に
つ
い
て
の
彼
ら
の
考
え
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

　
共
産
党
の
最
高
指
導
者
レ
ー
ニ
ン
は
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
の
実
質
的
合
法
化
を
拒
否
し
続
け
た
。
晩
年
の
彼
が
か
つ
て
の
友
マ
…
ル
ト
フ
の

こ
と
を
気
づ
か
っ
て
い
た
と
い
う
話
は
有
名
で
あ
る
。
し
か
し
、
レ
ー
ニ
ン
は
、
結
局
最
後
ま
で
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
に
対
す
る
弾
圧
の
緩
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　

を
指
示
し
な
か
っ
た
。
二
二
年
二
月
末
に
は
、
彼
は
司
法
人
民
委
員
に
「
外
国
の
手
先
（
特
に
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
と
エ
ス
エ
ル
）
に
対
す
る
弾

圧
を
強
化
す
る
」
（
藷
は
・
⊥
ソ
）
こ
と
を
指
令
し
て
い
如
・

　
そ
し
て
、
共
産
党
内
で
は
、
内
戦
期
に
台
頭
し
て
き
た
新
エ
リ
ー
ト
層
、
精
力
的
だ
が
、
古
参
党
員
に
比
べ
一
般
に
マ
ル
ク
ス
主
義
や
社
会

主
義
に
つ
い
て
の
理
解
が
浅
く
、
独
裁
的
・
官
僚
的
に
統
治
す
る
こ
と
に
慣
れ
、
「
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
民
主
主
義
」
の
保
持
に
も
関
心
を
も
た
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

特
権
的
エ
リ
ー
ト
層
が
ま
す
ま
す
強
固
な
地
位
を
築
き
つ
つ
あ
っ
た
。

　
他
方
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
は
、
二
二
年
春
以
降
、
共
産
党
政
権
へ
の
批
判
を
ま
す
ま
す
強
め
て
い
っ
た
。

　
マ
ー
ル
ト
フ
は
、
二
二
年
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
反
革
命
軍
と
の
内
戦
は
終
り
、
封
鎖
と
干
渉
は
最
終
的
に
解
消
し
た
。
一
方
、
西

欧
で
は
革
命
の
波
が
減
退
し
た
。
『
何
を
な
す
べ
き
か
』
　
の
な
か
で
提
起
さ
れ
て
い
た
「
国
民
経
済
に
お
け
る
社
会
主
義
的
要
素
と
私
的
資
本

主
義
的
要
素
の
結
合
」
は
、
社
会
主
義
化
し
た
西
欧
の
側
か
ら
の
計
画
的
経
済
援
助
の
も
と
で
ロ
シ
ア
に
お
け
る
社
会
主
義
の
た
め
の
諸
条
件

の
成
熟
と
い
う
歴
史
的
過
程
を
は
や
め
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
。
ゴ
し
か
し
、
そ
れ
は
今
は
望
み
え
な
い
。
　
ロ
シ
ア
で
は
、
経
済
の
再
建
は

「
資
本
主
義
的
方
法
」
で
行
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
は
い
え
、
国
家
経
済
の
領
域
は
、
ま
だ
大
き
な
も
の
に
と
ど
ま
る
（
現
状
で
は
、
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そ
の
拒
否
は
、
全
工
業
部
門
の
消
滅
を
意
味
し
、
国
の
農
業
化
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
）
。
　
し
か
し
、
　
そ
れ
は
社
会
主
義
で
は
な
く
、
「
真
の
意
味
で
の

国
家
資
本
主
義
」
で
あ
る
。
経
済
再
建
期
の
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
の
主
要
任
務
は
、
労
働
者
階
級
の
組
織
の
自
由
、
社
会
保
障
、
労
働
条
件
の

改
善
を
求
め
る
闘
争
を
遂
行
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
政
治
体
制
に
つ
い
て
は
、
共
産
党
体
網
は
、
ネ
ッ
プ
導
入
以
後
、
資
本
主
義
の
発
展
に
適
応
さ
せ
ら
れ
た
「
絶
対
主
義
的
な
、
国
民
の
無
権

利
に
基
礎
を
置
く
国
家
」
に
変
質
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
体
制
を
武
力
で
打
倒
す
べ
き
で
は
な
い
。
そ
れ
は
現
状
で
は
「
白
衛
派
ま
た
は

ボ
ナ
パ
ル
テ
ィ
ス
ト
の
独
裁
」
を
引
き
出
す
お
そ
れ
が
あ
る
。
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
は
「
組
織
さ
れ
た
大
衆
の
圧
力
」
で
現
体
制
か
ら
政
治
的

譲
歩
を
勝
ち
取
り
、
こ
の
体
制
を
民
主
的
に
解
消
さ
せ
、
勤
労
諸
階
級
の
権
力
を
実
現
す
る
「
民
主
共
和
制
」
を
目
ざ
さ
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
二
　
瓢
年
四
月
に
マ
ー
ル
ト
フ
は
死
去
し
た
が
、
彼
が
提
起
し
た
新
方
針
は
、
二
四
年
の
新
党
綱
領
の
基
幹
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。
メ
ン
シ

ェ
ヴ
ィ
キ
党
は
、
内
外
の
状
況
の
変
化
を
理
由
に
、
そ
の
立
場
を
後
退
さ
せ
た
。
た
だ
、
我
々
が
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
二
三
一

二
四
年
の
こ
の
時
点
で
も
、
同
党
の
指
導
部
（
国
外
に
い
た
）
は
中
央
派
一
左
派
が
大
多
数
を
占
め
て
お
り
、
「
反
民
主
的
」
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

と
の
共
同
闘
争
を
嗣
く
拒
絶
し
、
共
産
党
内
の
穏
健
派
に
依
然
と
し
て
期
待
を
か
け
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
の
期
待
は
、
結
局
は
実
現
し

な
か
っ
た
の
だ
が
…
…
。

　
共
産
党
政
権
は
二
二
年
末
ま
で
に
エ
ス
エ
ル
系
の
残
存
組
織
を
ほ
ぼ
崩
壊
さ
せ
、
二
三
年
か
ら
は
「
メ
ソ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
と
の
閾
争
」
に
力
を

　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

入
れ
た
。
検
挙
の
対
象
は
、
メ
ソ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
を
既
に
離
れ
て
い
た
者
に
も
及
ん
だ
。
彼
ら
は
「
誓
約
書
」
を
書
か
さ
れ
た
。
一
一
三
－
二
四

年
に
は
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
と
の
完
全
な
決
裂
を
宣
言
す
る
元
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
集
会
や
組
織
解
散
集
会
が
各
地
で
開
催
さ
れ
て
お
り
、

ソ
連
人
研
究
者
は
こ
れ
を
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
の
自
巴
崩
壊
の
現
わ
れ
と
し
て
重
視
し
て
い
る
。
し
か
し
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
側
は
、
こ
れ

を
当
局
に
よ
り
強
要
さ
れ
た
も
の
だ
と
見
な
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゲ
　
サ
ペ
　
リ
ウ
　

　
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
地
下
宣
伝
活
動
も
失
敗
に
終
っ
た
。
画
家
政
治
保
安
部
（
チ
ェ
カ
の
後
身
）
の
監
視
が
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
と
労
働
者
大
衆

と
の
接
触
を
妨
げ
て
い
た
。
凱
餓
の
脅
威
は
既
に
去
っ
て
い
た
。
激
烈
な
政
治
的
変
動
の
時
代
を
潜
り
抜
け
て
き
た
労
働
者
大
衆
は
、
も
は
や
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政
治
問
題
に
強
い
関
心
を
示
さ
な
く
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
二
四
年
秋
、
共
産
党
モ
ス
ク
ワ
委
員
会
は
、
メ
ソ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
ビ
ラ
が
出
な
く

な
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
そ
の
後
も
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
検
挙
は
続
き
、
地
下
出
版
物
も
出
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
国
内
で
の
メ

ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
の
組
織
的
活
動
は
、
二
四
年
末
ま
で
に
終
っ
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
は
、
社
会
主
義
と
民
主
主
義

と
の
関
係
に
つ
い
て
の
重
い
問
題
を
残
し
て
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
の
政
治
舞
台
か
ら
姿
を
消
し
た
の
で
あ
る
。

①
出
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ヨ
鶉
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『
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葦
0
2
£
岬
器
冨
g
ゆ
曾
莫
。
望
診
・
。
∩
困
（
o
酵
勺
窪
。
臼
。
月
薫
晶

　
（
哨
澄
彊
§
。
目
8
じ
・
。
ゆ
ソ
三
’
み
一
8
t
〕
、
n
β
一
。
。
・
。
。

②
鵠
螢
ぎ
。
。
8
（
a
・
y
℃
℃
』
O
？
悼
O
メ

③
竃
母
陣
9
＜
＼
∪
§
b
9
恕
ミ
ら
ミ
恥
．
三
ω
■
留
。
。
・

④
ρ
〉
昌
ミ
鉱
δ
さ
b
鳶
勘
ミ
＆
馬
竃
馬
偽
ミ
蝿
§
き
亀
§
ミ
遣
O
摯
遣
・
。
ト
冨
乙
①
詳

　
一
霧
Q
。
、
ω
．
卜
。
①
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⑤
　
O
簿
N
冨
さ
や
昏
σ
O
ド
邦
訳
、
一
等
二
＝
宰
員
。
マ
ー
ル
ト
フ
は
、
他
の
八
市
に
つ
い

　
て
も
、
メ
ソ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
代
議
員
数
（
八
一
二
〇
名
）
を
挙
げ
て
い
る
。

⑥
∩
α
o
凛
琶
（
需
ω
o
§
o
員
ヨ
凶
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器
撃
8
切
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”
o
巷
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四
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⑧
こ
の
時
レ
ー
ニ
ン
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市
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
議
長
カ
ー
メ
ネ
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に
、
「
私
の
考
え
で

　
　
　
　
　
う
　
　
ヤ
　
　
つ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
リ
　
　
へ

　
は
、
看
は
実
際
的
な
仕
瑛
を
委
任
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
彼
ら
を
『
こ
き
つ
か
う
』
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べ
き
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ダ
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1
衛
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仕
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マ
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ル
ト
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一
食
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結

、
語

．一

¥
連
史
学
膿
．
メ
ツ
．
．
シ
ェ
ヴ
渥
キ
党
を
「
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
政
党
」
島
．
の
範
疇
に
λ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
共
産
党
の
み
が
労
働
者
階
級
を
社
会
主



メソシェヴィキ党とロシア共産党（尼川）

義
に
導
き
う
る
党
で
あ
る
と
い
う
観
念
か
ら
出
て
く
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
1
ー
ロ
シ
ア
共
産
党
に
比
べ
、
メ
ン
シ
ェ

ヴ
ィ
キ
党
に
は
社
会
主
義
革
命
を
主
体
的
積
極
的
に
追
求
し
遂
行
し
て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢
は
著
し
く
弱
い
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
メ

ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
を
「
労
働
者
政
党
」
で
は
な
く
「
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
政
党
」
の
範
疇
に
押
し
込
め
て
し
ま
っ
て
よ
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
念
頭
に
あ
っ
た
の
は
ロ
シ
ア
労
働
者
階
級
の
利
益
の
擁
護
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
本
稿
で
挙
げ
た
様
々
な
事
例
か

ら
し
て
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
の
漸
進
路
線
は
内
外
の
状
況
の
な
か
で
の
ロ
シ
ア
労
働
者
階
級
の
位
置
の
考
察
（
そ
れ
が
正
し

か
っ
た
に
せ
よ
、
そ
う
で
な
か
っ
た
に
せ
よ
）
か
ら
発
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
や
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
利
益
を
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

ー
ト
の
利
益
の
上
位
に
置
く
と
こ
ろ
が
ら
く
る
も
の
で
は
な
い
。
一
〇
月
革
命
後
、
マ
！
ル
ト
フ
の
率
い
る
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
が
体
制
内
の

合
法
的
反
対
党
の
道
を
選
択
し
た
の
も
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
的
見
地
か
ら
し
て
道
を
誤
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
労
働
者
階
級
が
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ

キ
の
背
後
に
実
在
し
て
い
る
と
見
た
か
ら
こ
そ
で
あ
っ
た
。
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
は
内
戦
期
に
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ー
地
主
反
革
命
の
側
に
で
は
な
く

共
産
党
政
権
の
側
に
立
っ
た
。
さ
ら
に
ド
イ
ツ
革
命
勃
発
以
降
は
、
メ
ソ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
は
世
界
が
社
会
主
義
へ
の
移
行
期
に
入
っ
た
と
信
じ
、

ロ
シ
ア
で
も
社
会
主
義
に
至
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
　
ソ
連
史
学
は
こ
の
時
期
の
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
の
左
傾
を

「
口
先
だ
け
」
の
も
の
と
し
か
捉
え
て
い
な
い
が
、
我
々
に
は
、
そ
れ
は
あ
ま
り
に
低
す
ぎ
る
評
価
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
ソ
連
史
学
は
ま
た
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
は
共
産
党
に
よ
っ
て
暴
力
的
方
法
で
解
体
さ
せ
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
大
衆
の
利
益
を
裏
切
り
、

大
衆
の
支
持
を
失
っ
て
自
己
崩
壊
し
た
の
だ
と
も
主
張
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
我
々
は
こ
れ
に
つ
い
て
も
疑
問
を
抱
か
ざ
る
を
え
な
い
。
確
か

に
憲
法
湖
定
議
会
選
挙
の
時
点
ま
で
に
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
は
労
働
者
大
衆
か
ら
見
捨
て
ら
れ
、
政
治
的
に
破
産
し
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
国
際
派
の
マ
ー
ル
ト
フ
が
党
の
主
導
権
を
掌
握
し
て
か
ら
は
、
こ
の
党
の
影
響
力
の
回
復
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
だ
が
共
産
党

の
（
特
に
地
方
の
）
指
導
者
は
自
党
が
少
数
派
と
な
っ
た
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
を
し
ば
し
ば
武
力
を
も
っ
て
解
散
し
た
。
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
は
反
革
命

の
党
と
し
て
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
か
ら
放
逐
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
は
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
へ
の
復
帰
を
許
さ
れ
た
が
、
レ
ー
ニ
ン
ら
が
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
に
求
め
た
の
は
実
務
的
活
動
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の
み
で
あ
り
た
。
体
制
の
改
革
を
要
求
し
続
け
る
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
に
対
し
て
は
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
選
挙
へ
の
干
渉
等
の
形
で
の
弾
圧
が
加
え
ら
れ

た
。
内
戦
の
終
結
と
共
に
弾
圧
は
一
時
緩
和
さ
れ
た
が
、
や
が
て
「
戦
時
共
産
主
義
」
の
破
綻
と
大
衆
の
反
乱
に
直
面
し
た
共
産
党
政
権
は
メ

ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
を
危
険
癒
し
、
こ
れ
を
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
か
ら
完
全
に
排
除
し
た
。
同
党
が
国
内
で
消
滅
す
る
ま
で
の
過
程
で
我
々
の
目
に
つ
く

の
は
、
む
し
ろ
共
産
党
政
権
の
側
か
ら
の
弾
圧
の
方
で
あ
る
。

　
ソ
連
史
学
は
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
が
「
共
産
党
の
指
導
的
役
割
」
を
認
め
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
確
か
に
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ

キ
党
が
そ
れ
を
原
則
上
認
め
て
い
た
と
は
思
え
な
い
。
し
か
し
、
同
党
は
マ
ー
ル
ト
フ
の
指
導
下
に
共
産
党
の
武
力
打
倒
の
試
み
を
一
切
放
棄

し
、
諸
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
内
で
自
党
の
勢
力
を
拡
大
す
る
と
い
う
平
和
的
、
合
法
的
手
段
に
よ
っ
て
体
制
を
民
主
主
義
的
に
変
革
す
る
こ
と
を
饅
ざ

し
て
い
た
。
共
産
党
は
、
社
会
主
義
的
変
革
の
追
求
と
い
う
自
己
の
信
念
に
則
っ
て
で
は
あ
ろ
う
が
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
こ
の
試
み
を
許
さ

な
か
っ
た
。
「
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
民
主
主
義
扁
は
ロ
シ
ア
共
産
党
自
身
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
、
殆
ど
虚
構
と
化
し
た
。
内
部
の
民
主
主
義
的
批
判
者

と
し
て
の
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
が
完
全
に
放
逐
さ
れ
た
の
ち
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
体
制
内
に
存
在
す
る
の
は
共
産
党
と
政
党
結
成
を
許
さ
れ
ぬ
無
党

派
の
み
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
し
て
一
党
独
裁
を
完
成
さ
せ
た
共
産
党
内
部
で
も
、
内
戦
期
に
台
頭
し
て
き
た
新
エ
リ
ー
ト

層
を
基
幹
と
し
て
、
批
判
を
許
さ
ぬ
権
威
主
義
的
な
シ
ス
テ
ム
が
、
ま
す
ま
す
堅
固
に
構
築
さ
れ
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う
。
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ing　cla＄s　history　after　the　．　middie　of　the　nine’teenth－century．　But，　re－

cently　these　groups　have　been　reconsidered　with　special　attention　to　the

quality　of　their　values．　ln　the　course　of　this　reconsideration，　it　is　clai－

med　that　these　figures　have　been　much　infiuenced　by　the　distinction

between　“the　respectable”　and　“the’rough”　drawn　by　middle－ciass

contemporaries　as　external　observers　of　the　working－class．　lf　lt　is　so，

how　did　“the　respeetable　working－men　”　see　themselves　？　ln’．．this　article，

we　tried　to，approach　this．question　by・analyzing　the　autobiographies

wi’itten　by　working－men　themselves　and　showing　their　identity　in　them．

As　a　result，　it　is　made　clear　that　these’・autobiographies’　haVe　two

aspects　：　on・　the’．one．hand，　autobiographers　show　their　beiief．in　respecta－

bility，　which　the　middle－class　idealized，　and　on　the　other　hand，　they

show　their’identity・with　．“traditional’．eulture”）’　which，　・to　middle－class

eyes，　would　contradict　respectability．　This，　in．’returpi， will　show　how

arbitrary’that　distinction　was，　and　how　superficial　the　figure　of　“the

respectable　working－men”　is．

rVlel－ILI耳♀耳耳G雪cKa狂∬ap㌍益註MPoccHf左GK琴耳Koムni｛yH｝IGTllzlecscaff　llapT｝1∬

Coyg3va　A“taKaBa

　XOTfi　COBeTCI〈He　HCTOPMI〈li　CgHTa｝OT　Mel｛bllleBHCTCI〈YIO　fiaPTHIO　＜＜MenKO6YP＞1〈YE－

3Hol”・1　”apw・le；i＞＞，　oHa・　fiB．1flnacb　rrapTi・lev“1，　HaH6enee　yBa＞1〈a｝omeil　gHTepecbl　pa60gero

I〈nacca　rrpgnaBafi　MM　60nbuloe　3Hftc　geH｝le．　DTo　O”pe」Lemmo　Tal｛＞lte　Bb160p　MeHb－

uエeBHcTclく。貢HapT｝｛ei3，　pyl〈oBoEMMOfi　MapToBblM，　nyTK《neranbHoil　napTrm》Bpa－

M．1〈ax　eloBOrO．　pe＞1〈HMa・llocne　OKT”6PbCKOik　PeBomoqMpl，　fioTol　y　llTo　oHa　B｝llle”a

Ho3ami　60”bmeBHcTcl〈oil　rrapTlrn　（PoccH｝Vlcl〈ova　KoMMyHvacTHqecl〈otl　fiapTliM）　peanbHo

cyuaecTBy｝ourHIVI　pa60gl｛t・1　Knacc　B　Pocc？lli．　OHa　rrblTaJla　rrpHo6pecTu　fioAnepx〈1〈y

KaK　Mo｝1〈Ho　60nb田Plx　pa60qHx附場Toro，　qTo6bl　o6paWWaTb，　rronb3yflcb　Hx　aaB凋e－

IILIeM，　！〈YPC　COBeTCKOil　BnaCTH　Ha　i＜＜nPaBMnbHbli’1　llYTb＞＞．

　　HecMoTpfi　Ha　To，　qTo　coBeTclme　HCTOPHKH　yTBep＞K八aloT，　qTo　MeHb田eBI・lcTcl〈aH

RapTHH，　H3meHHB　HI－ITePeCal・1　r　acc．，　noTeprma　Mx　Ho，IIJIep＞1〈Ky　H　norp16Jla　cal　a　co60？”1，

Ha　！zene　oHa　ofifiTb　Haua”a　ilpMo6peTaTb　fionAep｝1〈1｛y　pa60glix　Macc，　HefkoBo”bHblx

＞1〈ecTI｛p：｛1｛　nonliTm｛aMla　PKI－1，　H　MMeHHo　ilogToMy　oHa　gacTo　noTepRena　peilpec－

cmo　co　cTopoHbl　PKI－1．　Bec｝lot’1　1921　：oaa　1〈oMMy｝mcTI・lgeci〈afl　B”acTb　fiepea

m・moM　Kpaxa　〈BoeHI｛oro　1〈oMMyHH31　a＞＞　｝1　Mi　accoBblx　BoccTaHuth　cog”a　ee　BecbMa

oHacl｛oil，　cnnbHo　peHpecc｝lpoBaAa　lrf　HpHBena　ee　K　pa3BaAy．　lilTal｛　1〈oMMyH｝lcTI・1－

gecKa”　Bn’ ≠モsb　coxpaHI・anacb，　Ho　＜＜coBeTcKafi　AeMol〈paTylfi＞，　1｛oTopyio　PKI－1　paHbllle

BHyma”a　MaccaM，　3HagllTenbHo　fioTepfina　cBolo　cyillHocTb．
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